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さまざまな料理に調和しやすい菌床シイタケ。風味豊かな地元産のシイタケをご賞味ください。

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

〒 014−8601（住所不要）だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187−63−1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応 募 方 法 宛 先

【問い合わせ】
 JA 秋田おばこ西仙北支店営農センター
 刈和野愛宕下 157-4　
 ☎ 0187-75-1210

西仙北産の菌床シイタケ
地元・西仙北の生産農家が丹誠込めて育てた菌床シイタケ

（１パック・200g入り）を５人の方にプレゼントします。
　菌床シイタケは、木のおがくずに米ぬかなどの栄養源を加
えて固めたものを培地にし、シイタケの種を植え付け栽培。空
調施設などを備えた施設内で散水や温度管理を徹底、３カ月
ほど菌を繁殖させ発生させます。原木栽培のシイタケと比べ、
味や香り、肉質がソフトといわれる菌床シイタケ。しかし、噛
むほどに口に広がる香りと歯ごたえのある食感は、それを感
じさせない逸品です。また、見た目や大きさが均一的で美しい
形をしているのが特徴です。
　西仙北産の菌床シイタケは、県内外に約11㌧（平成23年）出荷
されており、市内では農協の販売所や直売所、スーパーなどで
購入できます。

レプ ゼ トン
読者

— お便り送って商品ゲット —
締め切り日 12 月 31 日（消印有効）
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今号の注目株
技能五輪全国大会で２年連続の銀賞獲得
渡部敦史さん

002

第 46 回衆議院議員総選挙
12 月 16 日投開票
再編・統合後の投票所をご確認ください

004

保育所・幼稚園の申し込み案内
平成 25 年４月からの入所・入園

012

市役所からのお知らせ１
力を合わせて「冬の節電」
災害廃棄物受け入れに関する測定結果

008

第５回大仙農業元気賞
農業の未来を担う若きリーダーたち

017

市
み ん な

民の笑顔を取り戻すまで
−3.11 被災地の現状を聞く−

018

健康の達人
市立大曲病院  大谷和生院長
～気になったらご相談を～
その「もの忘れ」は年のせい？

024

いきいき広場
認知症について学び、地域で支えよう「認知
症サポーター養成講座」を開催しませんか
介護保険事務所からのお知らせ

027

健康通信
不活化ポリオワクチン追加接種、成人歯周
疾患検診、日本脳炎予防接種、ノロウイル
スによる感染性胃腸炎に注意

025

市役所からのお知らせ２
緊急雇用創出臨時対策・臨時職員募集
市税等口座振替加入キャンペーン
神岡情報センターパソコン教室
市農業振興情報センター農業基礎講座
雪下ろし技能講習会
ごみの直接搬出時はルールを守りましょう
市税は納付期限内に納めましょう

010

【今号の表紙】
太田東小学校で行われた「収穫感謝祭」。全校
児童で行った農作業体験や岩手県大槌町の
仮設住宅に住む皆さんへの収穫したお米の
プレゼントなどの被災地支援の取り組みにつ
いての発表会、餅つき体験などを行いました。

叙勲・褒章
市内の９人が受章

014

技
能
五
輪
全
国
大
会
（
青
少
年
技

能
者
競
技
大
会
）は
、も
の
づ
く

り
産
業
に
携
わ
る
満
23
歳
以
下
の
若

手
の
職
人
が
技
能
レ
ベ
ル
全
国
一
を

競
う
大
会
。競
技
種
目
は
自
動
車
の

車
体
塗
装
や
精
密
機
械
の
組
み
立
て
、

洋
菓
子
製
造
な
ど
、
全
40
種
目
に
も

及
ぶ
。

　
渡
部
さ
ん
は
去
る
10
月
に
長
野
県

で
開
催
さ
れ
た
第
50
回
大
会
の
「
建

築
大
工
」部
門
で
、昨
年
に
引
き
続
き

２
年
連
続
の
銀
賞
を
獲
得
し
た
。「
自

分
の
力
を
試
そ
う
と
怖
い
も
の
知
ら

ず
で
臨
ん
だ
前
回
大
会
で
ま
さ
か
の

銀
賞
。そ
の
結
果
が『
今
年
は
そ
れ
以

上
の
成
績
を
収
め
な
け
れ
ば
』
と
重

圧
に
な
っ
て
の
し
か
か
っ
て
き
た
」

と
大
会
前
の
苦
悩
を
振
り
返
る
。

　
「
建
築
大
工
」部
門
は
、
２
日
間
の

計
11
時
間
30
分
で
、
課
題
図
に
示
さ

れ
た
複
雑
な
形
状
の
木
造
の
小
屋
組

の
一
部
を
製
作
し
、
そ
の
腕
前
や
出

来
栄
え
を
競
う
。作
業
は
、①
原
寸
図

面
の
作
成
②
部
材
の
木
削
り
③
墨
付

け
（
削
り
出
し
た
部
材
に
加
工
組
み
立
て

に
必
要
な
線
を
引
く
）
④
加
工
仕
上
げ

⑤
組
み
立
て
―
の
順
に
行
う
。時
間

制
限
が
あ
る
た
め
、
作
業
に
は
正
確

さ
と
機
敏
さ
が
求
め
ら
れ
る
。「
事

前
に
示
さ
れ
て
い
た
課
題
図
を
見
て
、

前
回
大
会
と
比
べ
て
加
工
仕
上
げ
と

組
み
立
て
の
難
易
度
が
下
が
っ
た
と

感
じ
、
そ
の
部
分
で
は
他
の
選
手
と

差
が
つ
か
な
い
と
予
想
し
た
。大
会

前
の
練
習
で
は
図
面
作
成
に
重
点
を

置
き
、
少
し
で
も
減
点
を
な
く
す
よ

う
努
力
し
た
」
と
好
成
績
に
結
び
つ

い
た
理
由
を
語
る
。

　
大
工
だ
っ
た
母
方
の
祖
父
の
存
在

に
影
響
を
受
け
、
建
築
大
工
の
道
へ
。

大
曲
技
術
専
門
校
で
過
ご
し
た
２
年

間
で
も
の
づ
く
り
の
魅
力
に
の
め
り

込
ん
で
い
っ
た
。現
在
は
、学
生
時
代

の
職
場
訪
問
が
縁
で
藤
井
工
務
店

（
仙
北
市
）
に
勤
務
。「
物
覚
え
が
良
く
、

要
領
が
い
い
。セ
ン
ス
が
ず
ば
抜
け

て
い
る
」と
、同
店
の
藤
井
勉
代
表
は

渡
部
さ
ん
の
素
質
に
太
鼓
判
を
押
す
。

　
仕
事
で
は
こ
れ
ま
で
主
に
県
内
外

の
寺
社
仏
閣
の
建
築
工
事
な
ど
を
手

が
け
て
き
た
。「
自
分
で
墨
を
付
け

た
材
料
を
自
分
で
刻
ん
で
組
み
上
げ

る
。そ
の
達
成
感
に
こ
の
仕
事
の
楽

し
さ
が
あ
る
。仕
事
の
や
り
方
は
一

つ
で
は
な
い
。経
験
と
場
数
を
踏
ん

で
、
自
分
の
考
え
と
技
術
で
も
の
づ

く
り
で
き
る
職
人
を
目
指
し
た
い
」

そ
の
言
葉
に
は
仕
事
へ
の
情
熱
が
に

じ
み
出
て
い
た
。

自
分
の
力
で
考
え
﹆作
り
上
げ
る
職
人
を
目
指
し
た
い

注 目 株
の号今

= Profile =
わたなべあつし●平成元年生まれ。大曲農業高校ー
大曲技術専門校卒。現在は藤井工務店（仙北市）に勤
務。今後の目標は「技能グランプリへの出場を目指
し、まずは出場に必要な一級技能士の資格を取得す
ること」。

渡 部 敦 史 さん（中仙・23歳）／ 技能五輪全国大会で２年連続の銀賞獲得

大会で製作した課題作品「木造小屋組」（写真手前）。
写真前列右は同じく県代表として出場した渡部直
人さん（中仙）。写真後列は左から藤井工務店の藤井
勉代表、直人さんが勤務する（株）三浦工務店の三浦
昭夫代表取締役
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ブロック状の培地で栽培されている菌床シイタケ。
ハウス内にたくさんのシイタケが栽培されています。
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選
挙
公
報

　　

候
補
者
の
政
策
な
ど

を
掲
載
し
た
選
挙
公
報

は
、
12
月
14
日
ま
で
に
新

聞
折
込
で
各
世
帯
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。
新
聞
未
購

読
の
方
は
、
連
絡
を
い
た
だ
け
れ

ば
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
12
月

13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
市
役
所

各
庁
舎
の
ほ
か
、
次
の
施
設
に

選
挙
公
報
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
大
曲
】
女
性
セ
ン
タ
ー
、
サ
ン

ク
エ
ス
ト
大
曲
、
花
館
公
民
館
、

内
小
友
公
民
館
、
大
川
西
根
総

合
セ
ン
タ
ー
、
藤
木
公
民
館
、
四

ツ
屋
公
民
館
、
角
間
川
公
民
館

【
神
岡
】
北
楢
岡
公
民
館
、
神

岡
中
央
公
民
館
（
嶽
雄
館
）

【
西
仙
北
】
西
仙
北
中
央
公
民

館
、
西
仙
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
西
仙
北
林
業
者
等
健
康

増
進
施
設
、
西
仙
北
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
、
強
首
地
区
多

目
的
研
修
施
設

【
中
仙
】
中
仙
市
民
会
館
（
ド
ン

パ
ル
）、
中
仙
公
民
館
鑓
見
内
分

館
、
同
長
野
分
館
、
同
鶯
野
分

館
、同
清
水
分
館
、同
豊
川
分
館
、

同
豊
岡
分
館
、
道
の
駅
な
か
せ

ん
（
こ
め
こ
め
プ
ラ
ザ
）

【
協
和
】協
和
市
民
セ
ン
タ
ー（
和

ピ
ア
）、協
和
温
泉「
四
季
の
湯
」、

峰
吉
川
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、

協
和
公
民
館
淀
川
分
館

【
南
外
】
南
外
ふ
る
さ
と
館

【
仙
北
】
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
、
史
跡
の
里
交
流
プ

ラ
ザ
「
柵
の
湯
」

【
太
田
】
太
田
公
民
館
、
奥
羽

山
荘
、
中
里
温
泉

投票資格がある方には 
投票所入場券が郵送されます

その一票 日本を変える 力なり

20 歳になったら選挙に行こう

衆議院議員総選挙
投開票

第 46 回

　12 月 16 日は、衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官国民審
査の投票日です。
　投票は、「小選挙区選出議員選挙」「比例代表選出議員選挙」「最
高裁判所裁判官国民審査」の３つです。棄権のないよう投票く
ださい。

小選挙区選出議員選挙…候補者名の記入
比例代表選出議員選挙…政党名の記入
最高裁判所裁判官国民審査…辞めさせたい人に ×、

辞めさせたくない人には何も書かない

【問い合わせ】選挙管理委員会事務局 ☎ 0187-72-2167

　投票日に、仕事やレジャーなどのため投票で
きない方は、期日前投票の期間中であれば、どの
期日前投票所でも投票できます。

◆期間／
※国民審査は12月９日（日）から15日（土）まで

◆時間／

◆会場／大曲庁舎、神岡福祉センター、西仙北庁
舎、中仙庁舎、協和庁舎、南外庁舎、仙北就業改
善センター、太田農村環境改善センター
◆持参するもの／投票所入場券（届いている方）

◆期日／

◆時間／

◆会場／各投票所
※投票所は「投票所入場券」に記載されています。投票所
の再編（統合）により前回の選挙の際の投票所と変更
になっている場合がありますのでお間違えのないよ
うにお越しください。（再編・統合後の投票所につい
ては６・７ページに掲載しています）
◆持参するもの／投票所入場券

　開票は観覧自由です。観覧希望の方は係員の
指示に従ってください。
◆日時／12月16日（日）午後８時30分～
◆会場／大曲体育館
※土足厳禁です。スリッパなどを持参してください。

　投票所入場券は11月30日（金）から各戸へ郵送
する予定ですが、休日を挟むことや地域的な関係
もあり、期日前投票が始まる12月５日（水）まで、
すべての世帯に届かない場合も考えられます。
　仮に投票所入場券が手元に届いていない場合
でも、期日前投票はできますので、各期日前投票
所にお越しください。

◆年齢／平成４年12月17日以前に生まれた方
◆住所／平成24年９月３日以前から引き続き市
内に居住し、市に住民基本台帳の登録がある方

※平成24年９月４日以降に大仙市に転入した方は、転入
前の住所地で投票してください。

　私たちは、20歳になると、みんな
の代表を選挙で選ぶことのできる権
利が与えられます。
　これは私たち一人一人がよりよい
社会づくりに参加できるように定め

られた、大切な権利です。
　あなたが投じる一票は私たちの暮
らし、日本の未来を決める大切な一
票。20歳になったら忘れずに選挙に
行きましょう。

　次の病院や施設に入院・入所中の方は、施設で
不在者投票ができます。不在者投票を希望する
場合は、病院長等に申請してください。
◆不在者投票できる施設／仙北組合総合病院、
市立大曲病院、大曲中通病院、花園病院、県立リ
ハビリテーション・精神医療センター、協和病
院、サングレイス、峰山荘、愛幸園、幸寿園、あり
すの街、柏の郷、こもれびの杜、八乙女荘、真森
苑、桜寿苑、福寿園、テンダーヒルズ、真木苑、サ
ン・サルビア、なごみのさと、ウォームハート

　身体に重度の障がいがあるなどの理由で投票所
に行けない方は、郵便で投票できます。投票には証明
書の発行が必要です。詳細は問い合わせください。
◆郵便投票の対象／身体障害者手帳、戦傷病者
手帳、介護保険者証のいずれかがあり、一定の
条件に該当する方
◆郵便投票の請求期限／12月12日（水）

明るい選挙推進協会
イメージキャラクター
めいすいくん

投票所に行くのが困難な方は
不在者投票をご利用ください

投票日に投票できない方は 
期日前投票にお越しください

投票日、開票日は12月16日（日） 
大切な一票、忘れずに投票を

日12月16日

日12月16日

水12月5日
午前8時30分～午後8時

午前7時～午後7時〜 土15日
病院・施設での不在者投票

投
票
方
法

投票

郵便での不在者投票

開票

投票資格がある方
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第 46 回衆議院議員総選挙 その一票 日本を変える 力なり

※幸町にお住まいの方は、投票所が大曲北児童館からはぴねす
大仙に変更になりました。

これまでの投票所 再編後の投票所

501 南小学区
コミュニティセンター 501 南小学区

コミュニティセンター
502 高野地域多目的集会所 502 高野地域多目的集会所

503 南外
コミュニティセンター 503 南外

コミュニティセンター
504 湯ノ又児童館 504 湯ノ又児童館
505 及位児童館 505 及位児童館

南外

これまでの投票所 再編後の投票所
701 川口児童館 701 川口児童館
702 太田ひがし幼稚園 702 敬愛館
703 小曽野文化センター 703 小曽野文化センター
704 横沢会館 704 横沢会館
705 三本扇会館 705 三本扇会館
706 駒場部落会館 706 駒場部落会館

707 太田北部地区
多目的研修センター 707 太田北部地区

多目的研修センター

太田

これまでの投票所 再編後の投票所
1 大曲北児童館 1 大曲北児童館※
2 まるこ児童館 2 まるこ児童館
3 大仙市女性センター 3 大仙市女性センター
4 大仙市立大曲武道館 4 大仙市立大曲武道館
5 花園児童センター 5 花園児童センター
6 桂児童センター 6 桂児童センター
7 サンクエスト大曲 7 サンクエスト大曲
8 高畑保育園 8 高畑保育園
9 川目児童館 9 川目児童館
10 花館公民館

10 花館公民館
13 下大戸会館
11 大曲中学校多目的ホール 11 大曲中学校多目的ホール
12 大曲北保育園 12 はぴねす大仙※

14 間倉豊後野
担い手センター 13 間倉豊後野

担い手センター
15 伊岡児童館

14 伊岡児童館
16 中山会館
17 余目児童館

15 内小友公民館
18 中田児童館
19 みやはやし児童館
20 館荒町会館
21 嶋児童館

16 大川西根総合センター22 大川西根
総合センター

23 蛭川会館
24 藤木公民館

17 藤木公民館

25 八圭会館
26 大保会館
27 樋渡児童館

28 下深井多目的
研修集会施設

29 こがね児童館
18 四ツ屋公民館30 四ツ屋公民館

31 新谷地部落会館
32 松倉平成会館 19 松倉平成会館
33 高関中央会館 20 高関中央会館
34 角間川公民館

21 角間川公民館
35 中野児童館
36 木内児童館
37 布晒部落会館

大曲
これまでの投票所 再編後の投票所

101 神宮寺小学校

101 神岡小学校
103 関金児童館

104 神岡中央公民館
蒲分館

105 福島自治会館
102 神岡福祉センター

102 神岡福祉センター106 上高野児童館
107 大浦児童館

108 八石生活総合
センター 103 北楢岡公民館

109 北楢岡公民館

110 神岡神清水
コミュニティセンター 104 神岡神清水

コミュニティセンター

神岡

これまでの投票所 再編後の投票所
201 西仙北中央公民館 201 西仙北中央公民館

202 西仙北スポーツセンター 202 西仙北スポーツセンター

203 西仙北農村環境
改善センター 203 西仙北

農村環境改善センター
206 西今泉公民館

204 小杉山地区
生涯学習センター 204 小杉山地区

生涯学習センター
205 心像部落会館 205 心像部落会館

207 西仙北林業者等
健康増進施設

206 西仙北林業者等
健康増進施設208 杉山田自治会館

211 秋通部落会館
209 八木山自治会館

207 八木山自治会館
210 西仙北

青少年自然の家
212 西仙北農村交流施設

208 西仙北農村交流施設
216 寺館地域

ふれあいセンター
213 強首部落集会所

209 強首地区多目的研修施設
214 強首地区

多目的研修施設

215 九升田
生活総合センター

217 木売沢自治会館

西仙北

これまでの投票所 再編後の投票所

301 中仙農村総合管理
施設（古柳館）

301 中仙農村総合管理施設
（古柳館）302 下川原部落集会所

307 万願寺部落会館
303 中仙公民館長野分館

302 中仙農村環境
改善センター304 中仙総合支所

305 中仙公民館鶯野分館 303 中仙公民館鶯野分館
306 中仙公民館清水分館 304 中仙公民館清水分館
308 中仙公民館豊川分館

305 中仙公民館豊川分館
309 下桜田部落会館
310 中仙公民館豊岡分館

306 中仙公民館豊岡分館
312 八日市部落会館
311 大神成自治会館 307 大神成自治会館

中仙

これまでの投票所 再編後の投票所
401 協和児童館

401 協和市民センター411 船沢自治会館
412 協和市民センター

402 上淀川エコ対策
コミュニティセンター 402 上淀川エコ対策

コミュニティセンター
403 荒川福祉会館

403 荒川福祉会館404 徳滝林業会館

405 牛沢又コミュニティ
センター

406 水沢世代交流福祉館 404 水沢世代交流福祉館

407 峰吉川
生活改善センター

405 峰吉川基幹集落センター
408 峰吉川

基幹集落センター
409 半仙自治会館

406 半仙自治会館
410 湯野沢部落会館
413 一ノ渡会館

407 船岡コミュニティ共学館
414 宇津野芋台自治会館

415 沢内高齢者
健康増進ふれあい館 408 沢内高齢者

健康増進ふれあい館
416 千着生活改善センター

409 白岩部落会館
417 白岩部落会館
418 協和公民館淀川分館

410 協和公民館淀川分館
419 川口集落会館
420 中小種会館

411 小種世代交流福祉館
421 小種世代交流福祉館

協和

これまでの投票所 再編後の投票所
601 旧北保育園

601 横堀小学校602 横堀小学校

603 本郷構造改善
センター

604 中払田部落会館
602 高梨小学校

605 高梨小学校
606 戸地谷南会館

603 仙北ふれあい
文化センター607 仙北ふれあい

文化センター

仙北

大仙市選挙管理委員会では、駐車場を確保できな
い投票所や手すり・スロープなどの設備が整っ

ていない投票所を見直し、４月１日から市内116の投
票区を67に再編（統合）しました。
　今回の選挙から再編後の投票区で行われます。12
月16日の投票日当日は、入場券に記載されている投票
所を確認し、間違いのないように投票してください。

116の投票区が67区に再編されました

再編・統合後の投票所を
ご確認ください

投票に行く前に必ず、

入場券をご確認ください

再編により場所・名称が
変更になった投票所を
            と      で
示しています。
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大仙市冬季節電対策基本方針を策定
力を合わせて「冬の節電」

【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 環境交通安全課 ☎ 0187-63-1111内線 277

10 月 21 日から 11 月 20 日までの
災害廃棄物受け入れに関する
測定結果をお知らせします

【問い合わせ】
 環境交通安全課 ☎0187-63-1111 内線275
 大仙美郷環境事業組合 ☎0187-62-1749

岩手県宮古市からの災害廃棄物受け入れに関
する各種測定結果をお知らせします。すべて

の項目で基準を大きく下回り、これまで観測されて
いるレベルと同程度の結果となりました。
　なお、測定結果は、市ホームページ（http://www.city.

daisen.akita.jp/）と大仙美郷環境事業組合のホームペ
ージ（http://www.dmkjk.jp/）に随時掲載しています。

これなら自分にもできるかも！身近なことから取り組もう
あなたも「冬の節電アクション」にチャレンジ

12 月の地球温暖化防止月間に合わせ、節電や省エネルギーに配慮した生活に取り組む
「冬の節電アクション」を実施します。
　アクションシートに沿って１日を過ごすことで、
普段の生活が節電や地球温暖化防止に密接につな
がっていることを実感していただき、普段の生活
を見直すきっかけにしてもらおうと実施している
取り組み。昨年度は21,704人、210事業所が参加し、

49,047kWhの節電（一般家庭約4,900世帯の１日の電気使
用量）と二酸化炭素17,340kg削減（一般家庭約1,130世帯
が１日に排出する二酸化炭素量）を達成しました。
　今冬のアクションシートは、次号のだいせん日和
12月号お知らせ版と一緒に各世帯に配布しますの
で、体調に十分留意しながら、無理のない範囲での
取り組みをお願いします。

▶放射性セシウム濃度測定 ※かっこ内は検出下限値（測定を行った際に検出できる最小値）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
主灰（燃え殻） 不検出（25） 不検出（25） 不検出

8,000 を超えないこと
飛灰固化物（ばいじん） 不検出（25） 不検出～ 27（25） 不検出～ 27

（１）簡易測定（ヨウ化ナトリウムシンチレーションスペクトロメータ） 単位：Bq ／ kg

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター

（２）精密測定（ゲルマニウム半導体検出器）　※10 月 22 日・31日・11月５日に試料採取 単位：Bq ／ kg
セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値

主灰 不検出（7.0 ～ 12） 不検出（8.3 ～ 14） 不検出
8,000 を超えないこと

飛灰固化物 不検出（8.6 ～ 14） 14 ～ 16（8.1 ～ 12） 14 ～ 16
※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター（10 月 31 日）、株式会社理研分析センター（10 月 22 日、11 月５日）

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（0.63） 不検出（0.67） 不検出 （セシウム 134 の値 ÷20）+（セシウム 137 の値 ÷30）の値が１以下

単位：Bq ／ m3（３）排ガス中の放射性セシウム濃度（10 月 31日に試料採取）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（0.46 ～ 0.56）不検出（0.46 ～ 0.51） 不検出 （セシウム 134 の値 ÷60）+（セシウム 137 の値 ÷90）の値が１以下

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター

単位：Bq ／ℓ（４）一般廃棄物最終処分場周辺地下水および防災調整池放流水の放射性セシウム濃度（10 月 24 日に試料採取）

※測定機関／秋田県環境整備課
▶ 大仙美郷クリーンセンターおよび最終処分場敷地境界の空間放射線量率

敷地境界 バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.04 ～ 0.06 0.04 ～ 0.05 0.03 ～ 0.09

（１）大仙美郷クリーンセンター 単位：μ Sv ／ h
敷地境界 バックグラウンド 秋田県の通常レベル

0.03 ～ 0.06 0.04 ～ 0.05 0.03 ～ 0.09

（２）一般廃棄物最終処分場 単位：μ Sv ／ h

※焼却灰搬出車両の空間放射線量率は0.03～0.04μSv／h、大仙美郷クリーンセンターおよび最終処分場施設内の
空間放射線量率はそれぞれ0.05～0.06μSv／h、0.03～0.05μSv／hであり、秋田県の通常レベル範囲内でした。

▶ 搬出時（宮古市）での測定結果
※測定機関／エヌエス環境株式会社

※バックグラウンド＝測定対象の影響を受けない十分に離れた地点

破砕・選別エリア バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.04 ～ 0.05 0.06 ～ 0.07 0.03 ～ 0.09

（１）破砕・選別エリアの空間放射線量率 単位：μ Sv ／ h

※遮蔽線量率＝自然界にある放射線の影響を受けにくい鉛の箱の中で測定した放射線量率

災害廃棄物（Ａ） バックグラウンド（Ｂ） （Ａ）から（Ｂ）を差し引いた値 秋田県ガイドライン目安値
0.036 ～ 0.040 0.034 ～ 0.038 0.000 ～ 0.004 （Ａ）−（Ｂ）が 0.01 を超えないこと

（３）災害廃棄物の遮
しゃ

蔽
へい

線量率 単位：μ Sv ／ h

※かっこ内は検出下限値（測定を行った際に検出できる最小値）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（2.7） 不検出（2.7） 不検出 100 を超えないこと

（４）破砕・選別後の災害廃棄物の放射性セシウム濃度（10 月 19 日に試料採取） 単位：Bq ／ kg

運搬車両 バックグラウンド
0.05 ～ 0.08 0.06 ～ 0.07

（２）運搬車両の空間放射線量率 単位：μ Sv ／ h

※国土交通省港湾局の目安値＝バックグラウンド放射線量率の３倍以内
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に
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取
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。
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間
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や
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町
火
力
発
電
所（
福
島
県
南

相
馬
市
）の
試
運
転
を
考
慮
し
た

も
の
。火
力
発
電
所
の
計
画
外

停
止
等
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
、
厳
し
い
電
力
需

給
状
況
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。そ
の
た
め
、引
き
続
き
節

電
に
対
す
る
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

安
定
し
た

電
力
供
給
の
た
め
に

力
を
合
わ
せ
て
冬
の
節
電

　

市
で
は
、
国
の
対
策
方
針
に

基
づ
き
、
12
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
３
月
31
日
ま
で
を
取
組
期

間
と
す
る「
大
仙
市
冬
季
節
電

対
策
基
本
方
針
」を
策
定
。引
き

続
き
、
電
力
需
要
を
抑
え
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で

環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
ラ
イ
フ
を

　

冬
は
暖
房
需
要
と
合
わ
せ

て
、
日
照
時
間
が
短
く
な
る
た

め
、
朝
と
夕
方
に
電
気
使
用
量

が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、消
費
電
力
の
多
い
電

気
製
品
は
、
で
き
る
限
り
朝
と

夕
方
を
避
け
て
使
用
す
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

３
％
以
上
の
ピ
ー
ク
時
の
電

力
供
給
余
力
は
、
一
定
の
節
電

を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
余
裕
の
あ
る
数
値
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。市
民
、
事
業
者
、

市
で
力
を
合
わ
せ
て
冬
の
節
電

対
策
に
取
組
み
ま
し
ょ
う
。

日
々
の
心
掛
け
が
大
切

家
庭
で
で
き
る
取
り
組
み
例

○
重
ね
着
な
ど
を
し
て
、
暖
房

機
器
の
控
え
め
な
温
度
設
定

を
心
掛
け
る

○
外
出
30
分
前
に
暖
房
を
止
め

る
な
ど
、
使
用
時
間
を
で
き

る
だ
け
短
く
す
る

○
家
族
一
緒
の
部
屋
で
過
ご
す

時
間
を
増
や
す

○
こ
た
つ
や
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ

ト
な
ど
、
部
分
暖
房
を
活
用

す
る

○
部
屋
の
ド
ア
や
ふ
す
ま
を
閉

め
て
、
暖
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
空
間
を
小
さ
く
す
る

○
床
に
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
断
熱
シ

ー
ト
を
敷
く

○
窓
に
空
気
層
の
あ
る
断
熱
シ

ー
ト
を
貼
る

○
不
要
な
照
明
を
で
き
る
だ
け

消
す

15時６時 ９時 18時

活動の開始とともに
電力の使用が増えてくる

日の入りや気温の低下とともに
照明や暖房など

電気の使用が増えてくる

気温が低下、暗くなる

帰宅時間帯

電力使用のピーク

▶▶▶冬の一般的な電力の使用状況
 経済活動と家庭の電力使用が重なる午後５時～７時頃がピークになることが多い

家庭では体調に留意しながら無理のな
い範囲で、事業所では業務に支障のない
範囲で節電にご協力をお願いします。
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安
全・安
心
、雪
下
ろ
し
対
策

雪
下
ろ
し
技
能
講
習
会

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
関
す
る

正
し
い
知
識
と
危
機
管
理
意
識

を
も
っ
て
安
全
に
作
業
し
、
不

慮
の
転
落
事
故
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
「
雪
下
ろ
し
技
能
講

習
会
」を
行
い
ま
す
。

　

近
年
の
雪
下
ろ
し
事
故
の
事

例
や
安
全
な
雪
下
ろ
し
の
具
体

的
な
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講

習
後
、実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。

本
格
的
な
雪
下
ろ
し
シ
ー
ズ
ン

到
来
を
前
に
、
対
策
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
12
月
19
日（
水
）

 

午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
仙
北
地
域
振
興
局
３

階
会
議
室
、第
５
会
議
室
棟

◆
定
員
／
50
人

◆
参
加
費
／
無
料

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

企
業
対
策
課 

内
線
２
５
７

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

毎月第２・第４木曜日は
子育てママの就職相談
時間／午後１時～４時
会場／女性センター
※無料の託児サービスあり
申し込み・問い合わせは
女性センターまで
☎ 0187-62-1713

12 月は市県民税（普通徴
収）４期と国民健康保険
税６期、後期高齢者医療
保険料６期の納付月です。
忘れずに納期内の完納を
お願いします。
納付期限／１月４日（金）

Information

農業の基礎を学ぶ
農業基礎講座

　稲作や野菜、花き、果樹栽培の
基礎のほか、水稲の栽培技術、
人・農地プラン、青年就農給付金
の制度などを学びます。
◆期間／12月下旬から３月上旬
までのうちの６日間

※ 開催日などの詳細は、申込者に通知
します。
◆会場／大仙市農業振興情報セ
ンター（太田町横沢）
◆定員／20人
◆申し込み開始／12月３日（月）

【問い合わせ・申し込み】
 大仙市農業振興情報センター
 ☎0187-86-9111

　

市
で
は
、
市
税
等
の
納
付
に

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し

て
い
ま
す
。

　

新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込

み
い
た
だ
い
た
方
、
ま
た
は
新

た
に
振
替
税
目
の
追
加
申
し
込

み
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
、

市
内
の
温
泉
施
設
で
利
用
で
き

る「
無
料
入
浴
券（
１
回
券
２
枚
）」

を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

期
限
ま
で
金
融
機
関
に
申
し

込
ま
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
便
利
な

口
座
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
入
浴
券
に
は
利
用
期
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
／
市
県
民
税
（
個
人
の
普

通
徴
収
分
）、
固
定
資
産
税
（
個

人
の
土
地
、
家
屋
ま
た
は
償
却
資

産
）、
軽
自
動
車
税
（
個
人
の
所

有
す
る
軽
自
動
車
）、
国
民
健
康

保
険
税
（
普
通
徴
収
分
）、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

収
分
）

※
既
に
口
座
振
替
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
の
口
座
の
変
更
は
対
象
外
で
す
。

◆
申
込
期
限
／
12
月
28
日（
金
）

◆
発
行
枚
数
／
１
人
２
枚

◆
申
し
込
み
方
法
／
市
内
の
各

金
融
機
関
、税
務
課
、各
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口
に

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、金
融
機
関
へ
提
出

◆
対
象
温
泉
施
設
／

 
︻
大
曲
︼ス
パ
西
遊
喜

 
︻
神
岡
︼嶽
の
湯

 
︻
西
仙
北
︼強
首
ホ
テ
ル
、 

樅
峰
苑
、ユ
メ
リ
ア

 

︻
中
仙
︼さ
く
ら
荘

 

︻
協
和
︼四
季
の
湯

 

︻
南
外
︼神
湯
館
、ふ
る
さ
と
館

 

︻
仙
北
︼柵
の
湯

 

︻
太
田
︼奥
羽
山
荘
、中
里
温
泉

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

税
務
課 

内
線
１
１
３

市
税
の
納
付
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
利
用
く
だ
さ
い

市
税
等
口
座
振
替
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
税
は
納
付
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
　

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
い
た
税
金
に
よ
り
、
快

適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

の
市
税
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

密
着
し
た
市
政
の
推
進
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
財

源
で
す
。納
め
忘
れ
て
い
る
方

は
、
早
め
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
内
の
納
付
を
忘
れ
る
と
…

　

地
方
税
法
で
は
、
督
促
状
発

送
日
か
ら
10
日
以
内
に
納
付
さ

れ
な
い
場
合
、
財
産
を
差
し
押

さ
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
期
内
納
税
さ
れ

て
い
る
方
と
の
公
正
・
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
、
督
促
状
に

よ
る
催
告
後
、
何
度
か
催
告
し

た
上
で
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞

納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

督
促
状
や
催
告
書
を
発
送
す

る
に
は
、
印
刷
費
や
郵
送
料
な

ど
、
本
来
不
要
な
経
費
が
か
か

り
ま
す
。ま
た
、
そ
の
後
の
滞
納

整
理
手
続
き
に
も
多
大
な
経
費

を
要
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
経
費

に
も
本
来
、福
祉
や
教
育
、道
路

整
備
な
ど
皆
さ
ん
の
生
活
環
境

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
使
う
税

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
納
期
内
に
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
。そ

の
た
め
、納
期
限
後
に
納
付
し
た

場
合
、延
滞
金
が
課
さ
れ
ま
す
。

延
滞
金
は
、納
期
内
に
納
め
て
い

れ
ば
課
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
余

計
な
出
費
で
す
の
で
、市
税
は
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
滞
納
金
は
、
原
則
と
し
て
納
期
限

の
翌
日
か
ら
、
そ
の
税
金
を
完
納

す
る
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
、
未

納
と
な
っ
た
税
金
の
額
に
年
14
・

６
㌫
（
た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
１
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
日
数
に
つ
い
て
は
年
４・
３
㌫
）

の
割
合
で
計
算
し
た
金
額
で
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

税
務
課
収
納
推
進
班

 

内
線
１
１
１
〜
１
１
３

受講者募集

受講者募集 受講者募集

臨時職員募集

12月28日締め切り
ご
み
の
直
接
搬
出
時
は

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
ご

み（
一
般
廃
棄
物
）を
大
仙
美
郷
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち

込
む
場
合
は
、次
の
こ
と
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
迅
速
な
荷
下
ろ
し
作

業
が
で
き
る
よ
う
、ご
み
は
あ
ら

か
じ
め
分
別
し
た
上
で
搬
入
し

て
く
だ
さ
い
。

家︵
事
業
所
︶か
ら

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で

○
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
使
用
す
る

場
合
は
、
ご
み
の
落
下
防
止

の
た
め
荷
台
を
シ
ー
ト
な
ど

で
覆
う

○
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、過
積
載

や
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
し
な
い

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
場
内

○
一
方
通
行
の
箇
所
が
あ
る
の

で
場
内
案
内
表
示
な
ど
を
確

認
の
上
、走
行
す
る

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
７
５

 

大
仙
美
郷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
62
）１
７
４
９

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策

臨
時
職
員
募
集

　

雇
用
条
件
や
業
務
内
容
の
詳

細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
求
職
中
の
方

◆
募
集
職
種・人
員
／

 

事
務
補
助
員・１
人

◆
勤
務
場
所
／
契
約
検
査
課

 

（
大
曲
庁
舎
内
）

◆
雇
用
期
間
／
１
月
10
日（
木
）

か
ら
３
月
31
日（
日
）ま
で

※
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事

業
で
の
雇
用
期
間
は
通
算
で
１
年

以
内
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成

21
年
度
以
降
に
同
事
業
で
雇
用
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
（
他
市
町
村
等

を
含
む
）方
は
、雇
用
期
間
が
制
限

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
間
／
12
月
３
日

（
月
）か
ら
14
日（
金
）ま
で　

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
が
必
要

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
３
５

︻
申
し
込
み
︼

 

契
約
検
査
課 

内
線
２
６
６

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｔ
研
修
室

 

（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
定
員
／
各
コ
ー
ス
12
人

◆
申
し
込
み
開
始
／

 

12
月
６
日（
木
）午
前
10
時

※
申
し
込
み
は
１
人
２
コ
ー
ス
ま
で

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
室（
神
岡
庁
舎
内
）

 
☎
０
１
８
７（
72
）４
６
３
３

コース名 対象 期日 テキスト代

初めての
パソコン 初心者の方

１ 月 15 日（ 火 ）・18 日
（金）・22 日（火）・25 日
（金）・29 日（火）

500 円

ワード
基礎

文字入力の
できる方

２月５日（火）・８日（金）・
12 日（火）・15 日（金）・
19 日（火）・22 日（金）

2,100 円

エクセル
基礎

文字入力の
できる方

２月26日（火）・28日（木）、
３月５日（火）・７日（木）・
12日（火）・14日（木）

2,100 円

パソコン教室のコース・日程

昨 年 行 わ れ
た 講 習 会 と
実技指導

大仙市ごみ減量
キャラクター
ごみナビくん

対象 件数

債権

預貯金 68
定期預金等 6
生命保険 35
給与 5
売掛金・家賃等 0
所得税還付金 8

農協等の出資金 2
動産 1

不動産
固定資産 0
自動車 0

合計 125

平成 24 年度の差押件数
（10 月 31 日現在）

滞納処分の流れ

納税通知書発送

納期

督促状の送付

催告

滞納処分

……… 市税を納付いただく期間

………文書・電話などによる催告

… 預貯金、給与等の差押・
　 強制調査

〈 納付されない場合 〉

〈 納付されない場合 〉

〈 納付されない場合 〉

⬇

⬇

⬇

病気や負傷、災害、失業、事業廃止など、やむを得ない理由で納期限内
に納付できない方は、お早めに税務課または各支所市民サービス課
にお越しください。随時、納税相談を行っています。

金融機関や勤務先などへ調査が行われ、
差し押さえ可能な財産があれば差し押さ
えられます。また、財産の状況等が明らか
にできない場合は、自宅などで強制調査
が行われます。

⬇



保育所
　就学前の子どもがいる家庭で、「日中、家庭内・
外で家事以外の仕事をしている」「病気だった
り病人の看護をしている」などの理由で、自宅で
の保育が難しく、来年４月から保育所への入所
を希望する方は、入所申し込みをしてください

（右表参照）。申込書などは、児童家庭課・各支所市
民サービス課・各保育所に用意しています。
　現在入所中の子どもがいる方には、保育所で
申込書等を配布しています。
対象／就学前の生後 57 日目以降の子ども

（大曲乳児保育園は３歳児未満）
提出書類／申込書のほかに次の書類が必要
①平成24年分源泉徴収票の写し（職場から発行さ

れ次第提出）
※確定申告をする場合は申告後、写しを提出
②平成24年１月２日以降に大仙市に転入した方

は、24年１月１日現在の住所地での24年度住
民税課税（または非課税）証明書

③就労証明書など
【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 児童家庭課 ☎0187-63-1111内線103

※定員を超えた場合は、希望する保育所に入所できない場合があります。

地域 保育所名 定員 申込先

大曲

角間川保育園 45 人

児童家庭課
申し込み会場／

大曲庁舎３階 大会議室

※大曲地域の各保育所のほか、市内外全
ての保育所の申し込みも受け付けます。

 　（神岡、中仙西保育園を除く）

内小友保育園 60 人
大川西根保育園 55 人
藤木保育園 45 人
四ツ屋保育園 120 人
大曲乳児保育園 60 人
大曲東保育園 120 人
大曲南保育園 135 人
大曲中央保育園 105 人
はなだて保育園 120 人
大曲北保育園 110 人
どれみ保育園 40 人
日の出ベビー保育園 30 人

西仙北
刈和野保育園 120 人

西仙北支所市民サービス課みつば保育園 80 人
中仙 中仙東保育園 110 人 中仙支所市民サービス課

協和
協和保育園 80 人

協和支所市民サービス課淀川保育園 30 人
船岡保育園 40 人

仙北 仙北南保育園 150 人 仙北支所市民サービス課
太田 おおた保育園 110 人 太田支所市民サービス課

各保育所の定員と申込先

申込時間／午前８時 30 分～午後６時（大曲庁舎は午後７時まで）
※８日（土）・９日（日）は午後５時まで
申込先／下表参照

申込期間 ▶/12 6 木 9 日
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地域 幼稚園名 定員 申込先・所在地

大曲
大曲南幼稚園 180 人

☎ 0187-62-1027
大曲花園町４-88

大曲北幼稚園 90 人
☎ 0187-63-5118
大曲白金町 12-12

仙北 みどり幼稚園
（認定こども園）※予定 180 人

☎ 0187-69-2117
堀見内藍野 75-１

太田
太田ひがし幼稚園 90 人

☎ 0187-89-1515
太田町太田築地古舘 18

太田みなみ幼稚園 90 人
☎ 0187-88-2110
太田町横沢窪関南535-４

認定こども園

幼稚園
　入園を希望する方は各幼稚園に入園申し込み
をしてください。申込書などは各幼稚園、各法人
事務局、教育指導課に用意しています。
対象／
 【５歳児】平成19年４月２日から

20年４月１日までに生まれた子ども
 【４歳児】平成20年４月２日から

21年４月１日までに生まれた子ども
 【３歳児】平成21年４月２日から

22年４月１日までに生まれた子ども
【問い合わせ・申込書請求】（右表参照）
 入園を希望する各幼稚園
 大曲保育会事務局（大曲南幼稚園内）
 ☎0187-62-4561
 大空大仙事務局（中仙庁舎内） ☎0187-56-7677

申込時間／午前８時 30 分～午後５時（土、日を除く）
※大空大仙立幼稚園は午後６時まで
申込先／入園を希望する各幼稚園（下表参照）

申込期間 ▶/12 6 木 11 火

※申し込み状況により調整する場合があります。
※みどり幼稚園は、平成25年度に仙北南保育園とともに認定こども

園となる予定です。

各幼稚園の定員と申込先

大
曲
保
育
会

大
空
大
仙

申込時間／午前８時30分～午後６時
※８日（土）、９日（日）は午後５時まで
※つきの木こども園（南外幼稚園）は午後５時まで（土、日を除く）
申込先／下表参照
※保育園部は、13ページ「保育所」の提出書類と同じものが必要です。

※保育園部は９日（日）まで▶申込期間 /12 6 木 11 火

　認定こども園は、幼稚園と保育所両方の機能を
もった施設です。申込先は、下表のとおりです。

高畑保育園
土川保育園
　入所希望の方は、高畑保育園、西仙北支所市民
サービス課で入所申し込みをしてください。

地域 保育所名 定員 申込先・問い合わせ
大曲 高畑保育園 40 人 高畑保育園  ☎ 0187-63-6042

西仙北 土川保育園 40 人 西仙北支所市民サービス課  ☎ 0187-75-2973

高畑保育園、土川保育園の申込先と問い合わせ

※通所区域、保育時間については問い合わせください。

申込時間／午前８時30分～午後５時
申込先／下表参照

申込期間 ▶/12 3 月 9 日 ※高畑保育園は９日（日）を除く

各認定こども園の申込先と問い合わせ
地域 施設名 定員 申込書配布場所 申込先・問い合わせ

神岡 すくすく
だけっこ園

幼稚園部（かみおか幼稚園）　45 人
保育園部  （神岡保育園）　155 人 すくすくだけっこ園 すくすくだけっこ園 ☎ 0187-72-2244

中仙 なかせん
ワイワイらんど

幼稚園部（中仙幼稚園）　60 人
保育園部  （中仙西保育園）　180 人 なかせんワイワイらんど なかせんワイワイらんど ☎ 0187-56-4139

南外

つきの木
こども園
※平成25年度に
　大空大仙に移
　譲予定

南外幼稚園　   30 人 南外幼稚園、教育指導課

【申し込み】南外幼稚園 ☎ 0187-73-1088
【問い合わせ】南外幼稚園
　　　　　　  教育指導課 ☎ 0187-63-1111
　　　　　　  　　　　　　　　   内線 347

南外保育園　   60 人 南外保育園、南外支所市民サー
ビス課、児童家庭課

南外支所市民サービス課 ☎ 0187-74-2113
児童家庭課 内線 103

忘れずに申し込んでね
平成25年

４月入所・入
園
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国家や公共に対して功労のある方、社会の各分野で優れた業
績のある方を表彰する叙勲と褒章。
平成24年秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、秋の褒章、高齢者
叙勲、死亡叙勲を受章された市内の９人の方々を紹介します。

秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、秋の褒章、
高齢者叙勲、死亡叙勲

市内９人が受章

叙勲・褒章吉
きっかわ

川 庄
しょう

太
た

郎
ろう

 さん
（協和峰吉川・74歳）
元協和町消防団分団長

瑞宝単光章
消防功労

秋の叙勲

　吉川さんは昭和34年に協和村消
防団に入団し、平成８年に協和町消
防団分団長に就任。火災発生時に
は陣頭に立ち、迅速な消火活動を行
ったほか、雄物川の増水による浸水
などの被害が生じた際は土のう積
みによる堤防補強や夜を徹しての
巡視を行うなど、40年間にわたり
防火・防災活動に尽力されました。

加
か

藤
とう

 久
ひさ

孝
たか

 さん
（協和船岡・70歳）

大仙市協和土地改良区理事長

土地改良事業功労
旭日単光章

秋の叙勲

　加藤さんは昭和53年に協和町船
岡土地改良区理事に就任し、協和
町土地改良区理事長、大仙市協和
土地改良区理事長などを歴任。組
合員相互の連携を深めながら、ほ
場整備や農業用用排水施設の整備
などに積極的に取り組むなど、34
年間にわたり地域の農業の発展に
尽力されています。

瑞宝単光章

　高橋さんは、昭和43年に陸上自
衛隊少年工科学校に入校。国内の
各駐屯地で主に工務を担当し、道
路や公共施設の設計・改修などに
携わりました。また、平成７年の阪
神淡路大震災の際には倒壊家屋の
解体業務に従事するなど、37年間
にわたり、国内の基盤整備と防衛
任務に尽力されました。

高
たか

橋
はし

 彦
ひこ

雄
お

 さん
（角間川・61歳）

元３等陸尉

防衛功労

危険業務従事者叙勲

髙
たか

橋
はし

 秀
ひで

夫
お

 さん
（神宮寺・79歳）

秋田工業高等専門学校名誉教授

瑞宝小綬章
教育研究功労

　髙橋さんは昭和39年に秋田工業高
等専門学校に就任。主に人文社会系分
野の教科を担当し、32年間にわたり指
導に尽力されました。また、協和町史、
西仙北町史、神岡町史などの執筆・編
さんに従事されたほか、平成20年から
は大仙市教育委員会の古文書調査員
を務め、ボランティアとして地域の歴史
資料の調査・収集に尽力されています。

秋の叙勲

大
おお

釜
かま

 一
はじめ

 さん
（板見内・88歳）
元仙北町議会議員

旭日単光章
地方自治功労

高齢者叙勲

　大釜さんは昭和43年に仙北村議会
議員に選出され、49年からは仙北町
議会議員として、経済常任委員会委員
長などを務めました。工場の誘致や農
業の経営基盤の拡大などを通じて、 安
定した町民生活の実現に貢献したほ
か、地域商工業の育成と地域経済の発
展に力を注ぐなど、３期12年間にわたり
郷土の発展のために尽力されました。

　鈴木さんは昭和59年に西仙北町
議会議員に選出され、平成12年には
同副議長に就任。農用地の開発と肉
用牛生産地の育成、交流施設や健康
増進施設の建設、簡易水道の整備、
小・中学校の統合、西仙北インターチ
ェンジ建設促進協議会の設立に力を
注ぐなど、５期20年間にわたり地方自
治の発展のために尽力されました。

故  鈴
す ず

木
き

 良
よし

夫
お

 さん
（寺館）

元西仙北町議会議員

旭日単光章
地方自治功労

死亡叙勲

　佐藤さんは昭和56年に西仙北町
明るい選挙推進協議会委員に選任さ
れ、平成20年には、大仙市明るい選挙
推進協議会会長に就任。投票率向上
のための継続的な訪問活動や研修会
開催のほか、新市における協議会の
基礎づくりに貢献されるなど、28年
間にわたり、公明な選挙の実現と地
方自治の発展に尽力されました。

佐
さ

藤
とう

 福
ふく

藏
ぞう

 さん
（土川・75歳）

元大仙市明るい選挙推進協議会会長

藍綬褒章
選挙関係事務功績

秋の褒章

　佐藤さんは昭和33年に協和村消
防団に入団し、平成５年には協和町
消防団分団長に就任。水害が発生し
やすい協和の地域事情から、水防工
法の熟達に努め団員への技術指導
を行い、昭和46年には全県水防訓練
大会で準優勝の成績を収めるなど、
37年間にわたり消防活動と防火防
災思想の普及に尽力されました。

佐
さ

藤
とう

 憲
けん

勇
ゆう

 さん
（協和小種・75歳）

元協和町消防団分団長

瑞宝単光章
消防功労

秋の叙勲

　須田さんは昭和41年に仙北村消防
団に入団し、平成６年には同副団長に
就任。火災発生時には適切な情報収
集と迅速な状況判断に基づき団員を
指揮し、被害を最小限に食い止めた
ほか、地区消防訓練大会では、団員の
力を結集し規律訓練の部で優勝を重
ねるなど37年間にわたり地域住民の
安全・安心のために尽力されました。

須
す

田
だ

 末
まつ

生
お

 さん
（戸地谷・73歳）

元仙北町消防団副団長

消防功労
瑞宝単光章

秋の叙勲



大
曲
工
業
高
校
を
平
成
15
年
に
卒

業
後
、
陸
上
自
衛
隊
へ
入
隊
。平

成
17
年
に
退
官
し
、
地
元
に
戻
り
就
農

し
ま
し
た
。22
年
か
ら
は
経
営
主
と
し

て
、
水
稲
と
花
き
の
複
合
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
花
き
（
輪
菊
）
の
栽
培
に
は
県
の
支
援

事
業（
秋
田
を
元
気
に
！
農
業
夢
プ
ラ
ン
実
現

事
業
）を
活
用
し
て
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や

選
別
機
な
ど
を
導
入
し
、
作
業
の
効
率

化
と
省
力
化
を
実
践
し
て
い
る
ほ
か
、

仕
事
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
を
身
に
付

け
よ
う
と
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。ま

た
、（
有
）
ア
グ
リ
フ
ラ
イ
ト
大
曲
で
無

人
ヘ
リ
に
よ
る
病
害
虫
の
防
除
作
業
も

行
う
な
ど
、
多
方
面
に
渡
る
活
動
で
関

係
者
の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
花
き
部
会
や
、
大

仙
市
大
曲
認
定
農
業
者
会
議
に
所
属
。

農
林
水
産
省
が
推
進
す
る「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
（
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
の
中

心
経
営
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
な

ど
、
今
後
の
地
域
農
業
を
担
う
農
業
者

と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

農業の未来を担う若きリーダーたち

秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
を
平

成
16
年
に
卒
業
後
、
大
仙
市
農

業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
新
規
就
農

者
育
成
研
修
を
経
て
、
18
年
に
就
農
し

ま
し
た
。家
族
で
農
業
を
営
み
、
小
松
さ

ん
自
身
は
花
き
の
栽
培
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

実
家
は
花
き
栽
培
農
家
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
大
学
と
情
報
セ
ン
タ

ー
で
花
き
栽
培
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。技
術
習
得
に
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
品
質
の
管

理
か
ら
出
荷
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
す

べ
て
自
分
で
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
農

繁
期
に
は
作
業
配
分
を
工
夫
し
、
父
の

誠
さ
ん
が
主
に
経
営
す
る
水
稲
と
野
菜

の
栽
培
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
花
き
部
会
に
所
属
。

仙
北
地
区
農
業
近
代
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連

絡
協
議
会
の
副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

朝
市
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、地
域

活
動
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

「農業」は大仙市を支える大切な産業です。
市では、新たな農業に挑戦し、
地域のリーダーとして
将来が期待される農業経営者の方々を

「大仙農業元気賞」として表彰しています。
今年度の受賞者に選ばれた
３人の若き農業の担い手を紹介します。

第５回 大仙農業元気
賞

秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
を
平

成
16
年
に
卒
業
後
、
大
仙
市
農

業
振
興
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
新
規
就
農

者
育
成
研
修
を
経
て
、
20
年
に
就
農
し

ま
し
た
。家
族
で
農
業
を
営
み
、
小
松
さ

ん
自
身
は
ほ
う
れ
ん
草
の
栽
培
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

　
ほ
う
れ
ん
草
は
、
４
、５
種
類
の
品
種

を
組
み
合
わ
せ
、
計
画
的
に
周
年
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、
土
壌
消

毒
に
は
農
薬
を
使
用
せ
ず
、
太
陽
熱
を

利
用
し
て
環
境
に
優
し
い
農
業
を
実
践

し
て
い
ま
す
。現
在
も
情
報
セ
ン
タ
ー

に
足
を
運
び
、
よ
り
良
い
農
業
経
営
に

つ
な
が
る
知
識
と
技
術
の
習
得
の
た

め
、
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
う
な
ど

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
ほ
う
れ
ん
草
部
会

や
大
仙
市
太
田
認
定
農
業
者
協
議
会
な

ど
の
団
体
に
所
属
し
、
周
囲
の
仲
間
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
今
後
は

若
手
を
代
表
す
る
農
業
者
と
し
て
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

井
いのうえ

上　穂
みのる

 さん
（大曲・28 歳）

小
こ ま つ

松　宏
ひろゆき

幸 さん
（太田・28 歳）

小
こ ま つ

松　香
か お り

織 さん
（太田・28 歳）

第５回大仙農業元気賞
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中仙大曲

大曲

大曲

大曲 スキーゲノッス大曲クラブ
ジュニアスキースクール

■対象／小学生
■期日／平成25年１月６日から２
月24日までの毎週日曜日（全８回）
■時間／午前９時30分～午後３時
■会場／大曲ファミリースキー場ほか
■定員／50人
■参加費／8,000円

（別途保険料、リフト代）
■申し込み方法／スポーツハウス
タミヤ（大曲栄町）に用意してある申
込書に必要事項を記入し、提出

【問い合わせ】
 三浦さん ☎090-1496-5406
 古谷さん ☎090-7338-9247

大曲 はなだて広場においで
クリスマスお楽しみ会

　地域のみなさんと触れ合いなが
らクリスマスを楽しみませんか。
■対象／就園前の乳幼児とその家族
■日時／12月22日（土）

午前10時～11時30分
■会場／花館公民館

【問い合わせ・申し込み】
 主任児童委員 佐藤さん
 ☎0187-63-2013

大曲図書館
クリスマスおはなし会

　人形劇、パネルシアターなど楽
しい企画が盛りだくさんです。
■日時／12月８日（土）午後２時～
■会場／大曲図書館３階視聴覚室

【問い合わせ】
 大曲図書館 ☎0187-62-1012

大曲 大曲スキースポーツ
少年団団員募集

■対象／大曲地域の小学生
■期日／12月23日（日）、平成24年
１月６日から３月３日までの毎週
日曜日（全10回）
■時間／午前９時～正午
■会場／大曲ファミリースキー場ほか
■定員／先着50人
■参加費／8,000円（保険料・リフト
代込み、別途ゼッケン代3,000円）
■申込期限／12月16日（日）

【問い合わせ・申し込み】
 大曲スキースポーツ少年団
 高橋さん ☎0187-62-4985

はぴねす大仙
各種教室・講座案内

①【フラワーデザイン・
はぴねす特別レッスン】

内容・期日／
クリスマスリース・12月７日（金）
ギフト・12月21日（金）
時間／午後５時～７時
参加費／無料（別途、材料費1,500円）
②【吹き矢無料体験教室】
期日／毎週木曜日
時間／午後１時～３時
講師／鵜沼雅子さん（日本吹き矢連盟）
③【シニアミニテニス】
期日／平成25年１月から３月まで
の毎週水曜日
時間／午前９時～正午
参加費／月500円

【問い合わせ・申し込み】
①②はぴねす大仙
 ☎0187-88-8722
③江積さん ☎080-1842-3766

大曲中マーチングバンド
全国大会出場壮行演奏会

　全国３連覇を目標に全国大会に臨
む大曲中学校のマーチングバンド。
ショータイトルは「琉球絵巻」。琉球
の世界観を演奏・演技で表現します。
■日時／12月８日（土）

午後４時30分開演（午後４時開場）
■会場／大曲体育館

【問い合わせ】
 大曲中学校吹奏楽部保護者会長
 春日さん ☎090-9035-8563

大曲 大曲のチカラで復興支援
天地人「雲漢」コンサート

■日時／12月23日（日）
午後５時30分開演（午後５時開場）

■会場／大曲市民会館・小ホール
■チケット料金／

【一般】前売り3,000円（当日3,500円）
【中学生・高校生】

前売り1,500円（当日1,700円）
※小学生以下無料
※コンサートの収益金は東日本大震災

被災地支援に活用します。
【問い合わせ・チケット販売】
 天地人コンサート大曲実行委員会
 事務局（Cafeグリーンロッジ内）
 ☎0187-63-7660

大曲 第35回大曲農業高校
吹奏楽部定期演奏会

　創立120周年の今年は「感謝」を
テーマに、クラシックからポップ
スまでさまざまなジャンルの曲目
を用意しています。
■日時／12月25日（火）

午後６時開演（午後５時30分開場）
■会場／大曲市民会館・大ホール
■入場料／400円
■演奏曲／ラザロの復活（コンク
ール自由曲）、永遠のディスコ・ヒッ
ト・メドレー、嵐メドレー ほか

【問い合わせ】
 大曲農業高校 羽川さん、佐々木
 さん ☎0187-63-2257

角館南高校吹奏楽部
第18回定期演奏会

　吹奏楽コンクール演奏曲やクリ
スマスメドレーなどを演奏するほ
か、マーチングのステージドリル
を披露します。
■日時／12月９日（日）

午後２時開演（午後１時30分開場）
■会場／中仙市民会館（ドンパル）
■入場料／300円

【問い合わせ】
 角館南高校 浅野さん
 ☎0187-54-1166

地域情報
知って　　  する

得



［写真上］宮古市庁舎裏手を走る国道106
号（11月９日撮影）［写真下］東日本大震
災発生直後、黒い大津波が防波堤を乗り
越えて市街地を襲った（写真提供＝宮古
市）［写真左］津波で防潮堤（写真奥）や遊
歩道が破壊された「蛸

た こ

の浜」。現在も痛々
しさが残るが、今年度中の復旧工事開始
のめどが立ったという（11月９日撮影）

進藤稔剛さん●大仙市役所総合防災課付で
４月から宮古市に派遣。現在宮古市役所都
市整備部建設課復興道路推進室に勤務。

古屋和久さん●大仙市役所総合防災課付で
４月から宮古市に派遣。現在宮古市役所総
務企画部契約検査課に勤務。

盛合弘昭さん●宮古市役所総務企画部契約
検査課主査

材取別特

宮
古
市
と
の「
つ
な
が
り
」　

　
昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
以
後
、市
は
、地
震
や
津
波

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手
県
沿

岸
部
の
自
治
体
の
支
援
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。

　
平
成
20
年
５
月
、市
は
、秋
田
・
岩

手
の
６
市
１
町
１
村
で
「
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
秋
田
・
岩
手
横
軸
連

携
相
互
援
助
に
関
わ
る
協
定
」
を
締

結
し
た
。宮
古
市
へ
は
、協
定
に
基
づ

き
、
震
災
発
生
か
ら
間
も
な
く
現
地

に
職
員
を
派
遣
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
。そ
し
て
現
在
は
、復
興

事
業
で
事
務
量
が
増
大
し
人
手
不
足

と
な
っ
た
宮
古
市
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
２
人
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

平
静
を
取
り
戻
し
た
海
と
街

　
派
遣
職
員
と
し
て
都
市
整
備
部
建

設
課
復
興
道
路
推
進
室
に
勤
務
す
る

進
藤
稔
剛
さ
ん
は
、
国
が
急
ピ
ッ
チ

で
準
備
を
進
め
て
い
る
三
陸
沿
岸
道

路
の
整
備
に
関
わ
る
事
務
を
担
当
し

て
い
る
。４
月
に
着
任
し
て
か
ら
は

国
が
主
催
し
た
道
路
敷
設
予
定
地
の

地
権
者
を
対
象
に
し
た
説
明
会
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
が
、

今
後
は
国
か
ら
委
託
を
受
け
実
施
す

る
地
元
住
民
と
の
用
地
交
渉
を
受
け

持
つ
予
定
だ
と
い
う
。

　
「
普
段
の
生
活
で
震
災
の
ダ
メ
ー

ジ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
」
と
語
る

と
、
建
設
課
が
配
置
さ
れ
て
い
る
庁

舎
５
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
こ
う
教
え
て

く
れ
た
。「
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ

た
津
波
の
映
像
は
こ
こ
で
撮
影
さ
れ

た
と
い
う
話
で
す
」。眼
下
に
見
え
る

の
は
、
海
岸
線
に
沿
っ
て
走
る
国
道

１
０
６
号
。震
災
発
生
後
ま
も
な
く

押
し
寄
せ
て
き
た
不
気
味
な
黒
い
大

津
波
は
、
こ
の
道
路
沿
い
に
築
か
れ

た
防
波
堤
を
乗
り
越
え
て
街
を
呑
み

込
ん
だ
。あ
の
絶
望
的
な
光
景
か
ら

２
年
足
ら
ず
。街
は
、表
向
き
の
平
静

は
取
り
戻
し
て
い
た
。

復
旧
工
事
に
明
る
い
兆
し

　
「
こ
こ
は
震
災
で
被
害
を
受
け
て

か
ら
今
ま
で
手
付
か
ず
で
し
た
が
、

最
近
復
旧
工
事
の
め
ど
が
立
ち
ま
し

た
」。景
勝
地
・
浄
土
ヶ
浜
に
隣
接
す

る「
蛸た

こ
の
浜
」の
災
害
現
場
で
、
同
じ

く
派
遣
職
員
と
し
て
総
務
企
画
部
契

約
検
査
課
に
勤
務
す
る
古
屋
和
久
さ

ん
は
話
し
た
。建
設
工
事
に
か
か
る

入
札
や
契
約
か
ら
完
成
後
の
検
査
ま

で
の
一
連
の
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。

　
震
災
か
ら
し
ば
ら
く
は
車
両
の
乗

り
入
れ
や
資
材
の
搬
入
が
難
し
い
現

場
は
建
設
業
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
、
入
札
に
参
加
す
る
業
者
が
揃
わ

な
い「
入
札
不
調
」が
た
び
た
び
あ
っ

た
と
い
う
。津
波
で
防
波
堤
が
流
さ

れ
、
浄
土
ヶ
浜
と
を
結
ぶ
遊
歩
道
も

破
壊
さ
れ
た「
蛸
の
浜
」は
、
条
件
が

あ
ま
り
良
く
な
い
現
場
だ
っ
た
。

　
復
旧
工
事
が
な
か
な
か
進
ま
な
い

原
因
の
ひ
と
つ
は
工
事
資
材
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
。し
か
し
、そ
れ
も

徐
々
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
。津
波

被
害
で
稼
働
を
停
止
し
て
い
た
市
内

の
生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
を
再
開

し
、
震
災
後
市
外
か
ら
調
達
し
て
い

た
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
地
元
で
賄
え

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ
。「
宮
古

市
は
、
大
仙
市
と
違
っ
て
雪
が
ほ
と

ん
ど
降
ら
な
い
の
で
冬
場
も
工
事
が

で
き
る
利
点
が
あ
る
。今
後
は
こ
れ

ま
で
よ
り
も
復
旧
が
進
む
と
思
い
ま

す
」と
期
待
を
寄
せ
た
。

復
興
へ
の
道
は
続
く

　
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
災
害

で
岩
手
県
の
沿
岸
部
は
大
き
な
被
害

を
受
け
た
。に
も
関
わ
ら
ず
、宮
古
市

の
復
旧
へ
の
動
き
は
早
か
っ
た
。「
市

町
村
合
併
の
恩
恵
が
少
な
か
ら
ず
あ

っ
た
」
そ
う
話
す
の
は
古
屋
さ
ん
の

同
僚
の
盛
合
弘
昭
さ
ん
。宮
古
市
は
、

平
成
17
年
の
旧
宮
古
市
、
旧
田
老
町
、

旧
新
里
村
と
の
合
併
、
そ
し
て
22
年

の
旧
川
井
村
と
の
合
併
と
、
い
わ
ゆ

る「
平
成
の
大
合
併
」と
呼
ば
れ
る
２

度
の
自
治
体
再
編
を
経
て
、
現
在
の

形
に
な
っ
た
。「
津
波
で
沿
岸
部
の

公
共
施
設
や
そ
こ
で
管
理
し
て
い
た

車
両
や
機
材
な
ど
が
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、幸
い（
旧
川
井
村
な
ど

の
）
山
間
部
の
公
共
施
設
な
ど
は
無

事
だ
っ
た
の
で
、
必
要
な
機
材
は
す

ぐ
に
そ
ち
ら
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。山
間
部
か
ら
沿
岸
部
へ

の
後
方
支
援
が
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
を

早
め
た
の
だ
と
思
う
」

　

復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
と

話
す
が
、
気
が
か
り
な
こ
と
も
あ
る
。

「
仮
設
住
宅
が
見
え
る
風
景
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。が

れ
き
の
処
理
や
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は

進
ん
だ
が
、
市
民
に
と
っ
て
は
住
宅

地
の
整
備
が
進
ま
な
い
と
前
に
進
ん

で
い
る
実
感
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

『
今
日
、最
後
の
仮
設
住
宅
が
撤
去
さ

れ
ま
し
た
』
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
一

日
で
も
早
く
流
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」　　
　
　
　
　
　
（
了
）

—3.11 被災地の現状を聞く—

市は東日本大震災の被災地・岩手県宮古市に復興支援
のため、今年４月から2人の職員を派遣している。東

北の仲間として復興の現場で汗する市派遣職員と、ふるさ
と再生に尽力する宮古市職員に被災地の現状を伺った。

取り戻すまで市
み ん な

民の笑顔を
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▼ 自分たちで払田柵跡などの絵を描いた旗を立てた児童

よ みがえる平安の柵
黄色い旗で1,200年前の外柵を再現

　仙北の国指定史跡「払田柵跡」で10月29日、歴史体
験学習「よみがえる平安の柵」が行われました。
　地中にある払田柵の上に旗を立てることで子ど
もたちにその全体像を体感してもらい、ふるさとを
誇りに思ってもらえるようにと、実行委員会（大釜滝
浩実行委員長）が企画。高梨・横堀両小学校の５・６年
生113人が参加し、地域の方々と協力して払田柵跡
周囲約3.6㌔に約180本の旗を立てました。

▼微生物の世界を通して科学の面白さを伝える野田教授

ミ クロの世界からのメッセージ
野田公俊千葉大教授の出張講演

　病原性大腸菌Ｏ157の重症化要因を世界で初めて
解明したことで知られる、千葉大学大学院医学研究
院の野田公俊教授による講演「ミクロの世界からの
メッセージ」が市内の３つの小・中学校（11月６日：南
外小学校・協和小学校、７日：中仙中学校）で開かれました。
　野田教授は、科学の面白さを伝えようと全国の小中
学校で無償で出張講演を行っています。講演では、微
生物と私たちの生活との関係性を写真やイラストを
交えながら説明。肉眼では見ることができない世界
の話を子どもたちは興味深げに聞き入っていました。

▲ 小雨が降る中、落下傘の争奪戦を繰り広げる参加者

全 日本残月花火選手権大会
落下傘を追って田んぼを駆ける

　第６回全日本残月花火選手権大会が11月３日、神
岡北楢岡の田んぼで行われ、県内外からおよそ250
人が参加しました。
　「残月花火」は、かつて神社の奉納花火として市内
では古くから親しまれてきた伝統的な昼花火で、一
般社団法人大曲青年会議所が毎年開催しています。
打ち上げられた落下傘をいち早くつかみ取り、賞品と
交換してもらうルールで、地域の伝統文化に競技色
を加えたユニークなイベントです。参加者は、着地点
を予測しながら空中を漂う落下傘を追いかけました。

寄付・寄贈たくさんの善意　　　
ありがとうございます

　元秋田市議で西仙北出身の長谷部健さん（秋
田市在住）から、幕末から明治にかけて活躍した
漢学者で、藩校明徳館の学長を務めた故・根本通
明氏が揮

き

毫
ごう

した書道作品の寄贈を受けました。
　根本氏は旧刈和野村（現在の大仙市）生まれ。寄
贈品は西仙北中央公民館に展示しています。

郷 土出身学者の書をふるさとへ
故・根本通明氏の書道作品を寄贈

▲ 三浦西仙北中央公民館長（写真右）に寄贈品を手渡
す長谷部健さん（写真左）と妻の忠子さん

▼金婚を迎えた夫婦に栗林市長が賀詞と記念品を贈呈

大 仙市金婚式
共に歩んで半世紀

　平成24年度大仙市金婚式が10月24日、仙北ふれあ
い文化センターで挙行されました。
　今年金婚を迎えられたのは、日本が高度経済成長
期にあった昭和37年４月２日から翌年４月１日ま
でに結婚した夫婦。対象となった95組の夫婦のうち、
86組が出席しました。式典では、絆を強め半世紀に
わたり苦楽を共に歩み夫婦一組ずつに、栗林次美市
長から賀詞と記念品を手渡されました。

表彰功績を讃えて―　　　　　
おめでとうございます

　平和中学校教諭の田中真二朗さん（大曲）が、
博報財団（公益財団法人博報児童教育振興会）が児
童教育の最前線で優れた教育を実践している
個人や団体に贈る博報賞（教育活性化部門）を受
賞しました。
　地域文化を題材にした美術教育を通じて子
どもたちの愛郷心を高める機会をつくったこ
となどが評価されたものです。

特 色ある美術教育の取り組みを評価
田中真二朗さんが博報賞受賞

▲ 表彰を受けた田中真二朗さん（写真中央）。写真左か
ら今井聰平和中学校校長と三浦教育長

旧 池田氏庭園秋季一般公開
錦秋の名勝庭園を見学

　旧池田氏庭園秋季一般公開が10月20日から11月11
日までの23日間にわたって行われ、延べ12,033人が
庭園内の紅葉や国内最大級の雪見灯

とうろう

籠、金
きん

唐
から

革
かわ

紙
かみ

で
飾られた洋館などを見学しました。
　公開期間中の休日（４日間）には、仙北中学校の生徒
70人がボランティア活動を実施。正門前や洋館など
園内の案内補助や解説ガイドなどを行い、郷土の歴
史や文化資産について学べる良い機会となりました。
　また、隠れた紅葉の名所として知られる払田の分
家庭園には、紅葉シーズンに合わせ多くの見学者や
写真愛好家が訪れ、鮮やかな赤や黄色に色付いた庭
園を見学しました。

▲ 園内で見学者を案内する仙北中の生徒
㆒公開期間中に多くの見学者が訪れた「旧池田氏本家庭園」
㆓美しい紅葉で見学者の目を楽しませた「払田の分家庭園」

㆒ 

㆓ 

広報

見
聞 録だいせん

ニュース
トピックス

DAISEN City Public Relations 2012.12



お便りお待ちしています

「お便り広場」はみなさんのページです。

市政に対する質問・意見など、みなさ

んの遠慮のない声をお聞かせください。

宛先はこちら
〒 014-8601（住所不要）

大仙市企画部総合政策課

手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）また
は E メ ー ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）
で送ってください。なお、E メールの場合
は件名に「お便り広場」と記入ください。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

健
康
は

バ
ラ
ン
ス
よ
い

食
事
か
ら

recipe.46

11月号・11月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想 32
今回寄せられたのは　32通
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た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
す
べ
て
の
お
便
り

を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
方
々
の
思
い
に
感
動
し
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲　
72
歳
女
性
）

表
紙
の
女
の
子
の
笑
顔
が
と
て

も
す
て
き
で
し
た
。実
は
こ
の

稲
刈
り
に
息
子
も
参
加
し
、
脱
穀
作

業
も
体
験
し
て
き
ま
し
た
。お
土
産

に
い
た
だ
い
た
大
曲
花
火
米
は
、
と

て
も
モ
チ
モ
チ
で
甘
く
て
お
い
し
い

お
米
で
感
動
し
ま
し
た
。自
慢
で
き

る
秋
田
の
米
だ
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲　
29
歳
女
性
）

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
が
大
好
き

で
す
。広
報
が
届
く
の
を
毎
月

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
大
曲　
73
歳
女
性
）

表
紙
写
真
の
女
の
子
の
こ
ぼ
れ

ん
ば
か
り
の
笑
顔
が
元
気
を

な
く
し
て
い
た
私
を
励
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
！

（
協
和　
69
歳
男
性
）

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
を
毎
月
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。私
は
料

理
作
り
が
大
好
き
な
の
で
、
レ
シ
ピ

を
参
考
に
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲　
40
歳
女
性
）

全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会
の
コ

ー
ナ
ー
は
、野
球
を
愛
し
て
や

ま
な
い
選
手
た
ち
の
若
々
し
い
プ
レ

ー
の
数
々
が
満
載
で
し
た
。大
仙
市

内
の
チ
ー
ム
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北　
55
歳
男
性
）

だ
い
せ
ん
日
和
の
表
紙
に
い
つ

も
感
動
し
て
い
ま
す
。今
回

は
、
か
わ
い
い
笑
顔
と
お
い
し
そ
う

な
稲
穂
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　

広
報
は
大
仙
市
の
動
き
が
よ
く
分

か
り
、
参
考
に
な
る
記
事
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。毎
回
楽
し
み
に
し
、
必

ず
目
を
と
お
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北　
66
歳
女
性
）

秋
を
楽
し
ん
で
い
る
自
然
な
笑

顔
の
表
紙
が
何
と
も
い
え
な

い
で
す
ね
。小
さ
い
こ
ろ
か
ら
育
て
て

〝
生
き
る
〞
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
は

良
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
仙
市
技
能
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

（
大
曲　
女
性
）

白
球
を
追
っ
た
全
県
５
０
０
歳

野
球
大
会
は
、野
球
を
楽
し
み

な
が
ら〝
完か

ん

闘と
う

〞し
た
様
子
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

（
太
田　
54
歳
男
性
）

健
康
の
達
人
の
コ
ー
ナ
ー
で
看

取
り
の
お
話
を
読
み
、思
わ
ず

泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。す
て
き
な

お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
前
の
広
報
で
、
結
婚
さ
れ
た
方

の
と
て
も
幸
せ
そ
う
な
写
真
が
印
象

に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。私
は
結

婚
し
て
大
仙
市
民
に
な
っ
た
の
で
、

婚
活
だ
け
で
な
く
若
者
や
既
婚
者
も

出
会
え
る
場
や
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
太
田　
27
歳
女
性
）

い
つ
も
広
報
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。特
に
健
康
の
達
人
は

参
考
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。今

回
の「
医
の
心
」に
も
考
え
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
担
当
者
コ
ラ
ム
も

必
ず
読
ん
で
い
ま
す
。「
仕
事
に
つ

い
て
考
え
ま
す
」と
あ
り
、偉
大
な
人

た
ち
を
指
針
に
、
自
分
の
生
き
方
を

探
す
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。私
も
、そ

の
と
き
そ
の
と
き
自
分
な
り
に
全
力

で
生
き
る
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（

協
和　
65
歳
女
性
）

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
は
い
つ
も

参
考
に
し
て
い
ま
す
。「
豚
肉

と
野
菜
の
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
ピ
ザ
」

は
、と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

（
太
田　
50
歳
女
性
）

悪
徳
商
法
は
他
人
事
で
は
済
ま

な
い
と
思
い
ま
す
。事
実
、
知

人
も
そ
れ
ら
し
き
商
法
に
危
う
く
引

っ
か
か
る
と
こ
ろ
で
し
た
。悪
徳
商

法
は
多
種
多
様
で
、
広
報
紙
で
の
紹

介
は
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
思
い
ま

す
。で
す
か
ら
、
私
た
ち
自
身
も
家
庭

内
だ
け
で
な
く
、
近
所
の
人
た
ち
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し

て
、
常
日
頃
か
ら
関
心
を
も
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
う
す
れ
ば

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
も
疑
念
を
抱

き
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。（

大
曲　
50
歳
女
性
）

毎
月
２
回
の
広
報
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。特
に
レ
シ
ピ
や

健
康
の
達
人
の
コ
ー
ナ
ー
を
関
心
深

く
読
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
充

実
し
た
内
容
の
記
事
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
中
仙　
76
歳
女
性
）

先
日
、
あ
る
医
師
の
方
が「
在
宅

で
看
取
る
と
い
う
昔
か
ら
あ

っ
た
別
れ
の
風
景
は
実
に
美
し
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。人
間
に
と
っ

て
、
生
き
方
と
同
様
に
良
く
死
ぬ
と

い
う
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と

―
。こ
の
言
葉
を
心
に
、
楽
し
く
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
大
曲　
63
歳
女
性
）

だ
い
せ
ん
日
和
の
表
紙
は
、い
つ

も
季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。た
わ
わ
に
み
の
っ
た
秋
田
米
、

き
っ
と
お
い
し
い
で
す
ね
。子
ど
も

の
笑
顔
も
す
て
き
で
す
。

（
仙
北　
65
歳
女
性
）

「
イ
ク
メ
ン
・
カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク

ジ
イ
」
は
、
と
て
も
新
鮮
で

頼
も
し
い
言
葉
で
す
ね
。男
性
の
皆

さ
ん
に
は
積
極
的
に
子
育
て
な
ど

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
中
仙　
48
歳
女
性
）

健
康
の
達
人
を
読
ん
で
感
動
し

ま
し
た
。「
手
」
と
「
目
」「
医

の
心
」
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら

れ
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。私

も
こ
れ
か
ら
役
立
て
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
神
岡　
65
歳
女
性
）

イ
ベ
ン
ト
情
報
や
お
知
ら
せ
な

ど
、市
の
情
報
を
い
ろ
い
ろ
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
広
報
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。内
容
も
豊
富
で

い
つ
も
熟
読
し
て
い
ま
す
。

（
仙
北　
63
歳
女
性
）

若
い
人
た
ち
の
農
業
離
れ
を
多

く
聞
き
、
寂
し
い
気
が
し
ま

す
。子
ど
も
た
ち
の
農
業
体
験
だ
け

で
な
く
、
米
ど
こ
ろ
大
仙
の
発
展
を

考
え
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（
大
曲　
61
歳
女
性
）

河原トモ子さん
（大仙市食生活改善推進協議会

太田支部）

旬の食材で体にやさしい減塩メニューを
鮭のふわふわつみれ鍋

1 人分のエネルギー 94kcal、塩分 1.7g

材料（4人分）

【サケつみれ】
サケ…………………… 150g
ネギ…………………… 10㌢
長イモ………………… 50g
片栗粉…………… 大さじ３
塩………………… 小さじ⅓

ゴボウ………………… 60g
マイタケ……………… 40g
春菊（葉のみ） ………… 50g
水………………… 4カップ
だし昆布………………… 5g
酒………………… ½カップ
味噌…………… 大さじ２弱

作り方

①サケは皮と骨を取り、包丁でた
たく。ネギはみじん切りにする。
長イモは皮をむきすりおろす。

②①をボウルに入れて片栗粉と
塩を加え、よく練り混ぜる。

③ゴボウはささがきに、マイタケは
食べやすい大きさに分け、春
菊は葉を摘みざく切りにする。

④鍋に水、だし昆布、酒を入れて
火にかけ、煮立ったら昆布を取
り出し、ゴボウとマイタケを加える。
⑤④に②をスプーンで団子状に
して入れ、火が通るまで煮る。
⑥火を止め、味噌を溶き入れ、
春菊を加えて一煮立ちする。

長イモのたらこマヨ焼き
1 人分のエネルギー 155kcal、塩分 0.5g

材料（４人分）

長イモ………………… 400g
タラコ…………… 大さじ 2
マヨネーズ……… 大さじ 4
とんぶり………… 大さじ 1
七味唐辛子…………… 適量

作り方

①長イモはよく洗い、皮のまま
約１㌢の厚さの輪切りにする。

②オーブントースターの天板にア
ルミホイルを敷き、①を並べる。
③タラコ大さじ１とマヨネーズ大
さじ２を混ぜ、②の半分の上
に乗せ、好みで七味唐辛子
をふりかける。
④タラコ大さじ1とマヨネーズ
大さじ２、とんぶりを混ぜ、
②の残り半分の上に乗せる。

⑤オーブントースターで約 10
分焼く。（焦げそうなときは途中
でアルミホイルをかける）
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中央（大曲保健センター内／大曲地域）    ☎ 0187-62-1015
健康増進センター      ☎ 0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外地域）   ☎ 0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田地域）   ☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから

Medical Chart  no.66
Talk about  “Dementia ” 

大 曲 仙 北 医 師 会

「
も
の
忘
れ
は
あ
る
け
ど
、
年
相

応
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
よ
く
伺
い
ま

す
。し
か
し
、「
年
相
応
の
も
の
忘
れ
」

の
解
釈
は
か
な
り
幅
広
く
、
重
度
の
認

知
症
の
方
の
ご
家
族
か
ら
も
「
年
相
応

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」
と
お
話
し
い

た
だ
く
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
日
本
人
の
75
〜
79
歳

の
約
10
％
、
80
〜
84
歳
の
約
20

％
、
85
〜
89
歳
で
は
3
人
に
1
人
以
上

の
方
が
認
知
症
で
あ
る
と
の
研
究
が
あ

り
、高
齢
化
の
進
ん
だ
秋
田
県
で
は
、ご

く
あ
り
ふ
れ
た
病
気
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。市
立
大
曲
病
院
で
も
、初
め
て

受
診
さ
れ
た
方
の
統
計
を
と
る
と
、
10

年
前
は
3
人
に
１
人
で
あ
っ
た
認
知
症

の
割
合
が
、
昨
年
は
ち
ょ
う
ど
2
人
に

１
人
と
な
っ
て
お
り
、
目
に
見
え
て
増

加
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
現
代
の
医
学
で
も
根

本
的
な
治
療
が
困
難
な
病
気
の

一
つ
で
す
が
、
認
知
症
の
3
分
の
2
を

占
め
て
い
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
に
お
い
て
は
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬

が
数
種
類
開
発
さ
れ
使
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
薬
に
は
、認
知
症
が
ま
だ

軽
い
う
ち
に
薬
を
始
め
る
と
、
よ
り
効

果
を
発
揮
し
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
も
、な
る
べ
く

早
い
段
階
で
の
診
断
が
重
要
で
す
。

認
知
症
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
を
対

象
と
し
た
意
識
調
査
で
、
認
知

症
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
症
状
は
、
多

い
順
に『
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
』

『
判
断
力
や
理
解
力
が
衰
え
た
（
話
の
つ

じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
、テ
レ
ビ
番
組
の
内
容
が

理
解
で
き
な
い
な
ど
）』『
時
間
や
場
所
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
』『
意
欲
が
な
く

な
っ
た
（
ふ
さ
ぎ
込
ん
で
何
を
す
る
の
も
お

っ
く
う
が
り
嫌
が
る
、身
だ
し
な
み
を
気
に
し

な
く
な
っ
た
な
ど
）』『
人
柄
が
変
わ
っ
た
』

『
不
安
感
が
強
く
な
っ
た
』な
ど
が
あ
が

り
ま
し
た
。

同
じ
調
査
で
「（
も
っ
と
早
く
相
談
す

れ
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し
た
が
）
早

期
に
相
談
で
き
な
か
っ
た
理
由
」は
、多

い
順
に
『
年
齢
の
せ
い
だ
と
思
っ
て
い

た
か
ら
』『
単
な
る
も
の
忘
れ
で
病
気

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
』『
本

人
が
医
療
機
関
に
行
く
の
を
嫌
が
っ
た

か
ら
』な
ど
が
あ
が
り
ま
し
た
。こ
れ
ら

を
参
考
に
す
る
と
、
早
い
段
階
で
の
治

療
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

豆
知
識
と
し
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
に
対
し
て
有
効
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
生
活
習
慣
・
食

習
慣
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○ 

適
度
な
運
動

○ 

新
聞
や
本
を
読
む
、
人
と
の
交
流
を

楽
し
む
な
ど
、脳
に
刺
激
を
与
え
る

○ 
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
な

ど
の
適
切
な
管
理

○ 
歯
を
維
持
す
る

○
喫
煙
し
な
い
、太
り
す
ぎ
な
い

○ 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

○ 

青
魚
に
含
ま
れ
る
不
飽
和
脂
肪
酸
、緑

黄
色
野
菜
や
果
物
の
ビ
タ
ミ
ン
類
、β

カ
ロ
チ
ン
、ウ
コ
ン（
カ
レ
ー
の
黄
色
成
分
）

に
含
ま
れ
て
い
る
ク
ル
ク
ミ
ン
、
そ
の

他
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
カ
テ
キ
ン
な
ど

市立大曲病院

大谷 和生　院長
飯田字堰東 210
☎ 0187-63-9100　

～気になったらご相談を～

その「もの忘れ」は
     年のせい？
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予
防
を
心
掛
け
﹆
感
染
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
に
注
意

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
冬
季
を
中
心

に
発
生
す
る
、感
染
性
胃
腸
炎
の

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。感

染
力
が
強
く
、ご
く
少
量
で
も
口

か
ら
体
内
に
入
る
こ
と
で
感
染
し

ま
す
。

　
主
な
症
状
は
吐
き
気
や
嘔お

う
と吐

、

下
痢
、
発
熱
で
、
子
ど
も
の
場
合

は
１
日
に
数
回
か
ら
ひ
ど
い
時
に

は
10
回
以
上
、
嘔
吐
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
こ
ま
め
な
手
洗
い
／
ト
イ
レ

後
、調
理
前
、食
事
の
直
前
に
、

必
ず
石
け
ん
で
30
秒
を
目
安

に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
の
十
分
な
加
熱
／

 

食
品
は
、中
心
温
度
85
度
で
１

分
以
上
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

③
調
理
器
具
な
ど
の
消
毒
／

 

ま
な
板
、
布
巾
な
ど
は
よ
く

洗
い
、
熱
湯
や
塩
素
系
漂
白

剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
ら

　

症
状
が
出
た
ら
、
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
し
た
方
の
嘔
吐
物
や
ふ

ん
便
に
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、感
染
が
広

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。嘔

吐
物
は
、使
い
捨
て
の
手
袋
を
使

い
、
新
聞
紙
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

な
ど
で
拭
き
取
っ
た
後
、
薄
め
た

塩
素
系
漂
白
剤
を
染
み
込
ま
せ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で

拭
き
取
り
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

汚
物
が
付
着
し
た
衣
類
は
消
毒

し
て
か
ら
洗
濯
し
ま
し
ょ
う
。

　

症
状
が
出
た
方
は
、最
後
に
入

浴
す
る
か
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
に
し

ま
し
ょ
う
。

︻
塩
素
系
漂
白
剤
を
薄
め
た

消
毒
液
の
作
り
方
︼

　

少
し
水
を
入
れ
た
５
０
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
、
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
の

原
液
（
塩
素
濃
度
約
５
㌫
）
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
で
２
分

の
１
杯
加
え
、
ボ
ト
ル
い
っ
ぱ

い
に
水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

指や爪の間も丁寧に
洗いましょう

追加接種が無料で受けられるようになりました
不活化ポリオワクチン

　だいせん日和９月号５ページ「ポリオ予防接種」で、
９月１日時点では、不活化ポリオワクチンの追加接種
は定期接種の対象外とお知らせしました。
　現在は、予防接種法の改正に伴い定期接種の対象と
なったことから、追加接種を自己負担なし（無料）で受け
ることができるようになっています。（追加接種は、初回
接種終了後６カ月以上の間隔をおいて１回接種してください）

　今年度の歯周疾患検診の受診期限は12月31日です。
通知が届いた方でまだ検診を受けていない方は、通知
に記載されている「協力歯科医療機関」に予約し、受診
してください。（通知に記載されている休日歯科診療でも
受診できます）
◆対象／市内在住の今年度40歳・50歳・60歳・70歳になる方
◆自己負担額／1,000円
（検診料3,500円のうち、市が2,500円を助成）
※対象者によっては無料の場合があります。通知を確認ください。
◆受診期限／12月31日（月）
◆検診内容／歯肉周りの状態やむし歯の有無等の検査、
歯の磨き方指導など

受診期限は12月31日（月）
成人歯周疾患検診

予防接種を勧めています
日本脳炎予防接種

　日本脳炎予防接種は、平成17年度から21年度まで予
防接種の案内が差し控えられていました。現在は、新
たなワクチンが開発され、予防接種法が改正されたこ
とにより、通常どおり接種できるようになっています。
◆定期接種対象年齢／
 【１期初回・１期追加】生後６カ月以上７歳６カ月未満
 【２期】９歳以上13歳未満
◆接種回数と標準的な接種時期／

◆接種方法／予診票を記入し、市内の定期予防接種実
施医療機関に電話で予約してください。予診票がな
い場合は母子手帳を持ってお住まいの地域の健康増
進センター各分室（中央・西部・東部）にお越しください。
◆接種料金／無料

【未接種分がある方への特例措置】
　平成７年６月１日から19年４月１日までに生まれ
た方は、特例として、20歳の誕生日の前日までの間、
定期接種対象年齢でない場合でも無料で接種を受
けることができます。母子手帳を確認し、未接種分
を受けてください。

回数 標準的な接種時期
１期初回 ２回 ３歳 ※６日から28日の間隔をおいて２ 回
１期追加 １回 ４歳 ※１期初回終了後のおおむね１年後
２期 １回 ９歳 ※満９歳以降

＊ 市立大曲病院では、認知症の診療（予約制）の他、「ものわすれ電話相談」
（受付は平日午後３時から５時まで）も行っています。お気軽にご相談
ください。



■各図書館イベント／
【おはなし会】
　協和 　12 月８日（土）午前 10 時～（クリスマススペシャルおはなし会）
　仙北 　12 月８日（土）午前 10 時 30 分～
　大曲 　12 月８日（土）午後２時～（クリスマスおはなし会）
　神岡 　12 月 15 日（土）午前 11 時～
　西仙北 　12 月 22 日（土）午前 10 時～ 11 時

【どんぐり文庫　クリスマスおはなし会】
　太田（敬愛館）　12 月 15 日（土）午前９時 30 分～ 11 時
■大曲図書館企画展「来て見て！曲養～大曲養護学校出張学校展～」
　期間／ 12 月４日（火）から 21 日（金）まで
　時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【12月】▼３日＝大曲、神岡、南外、仙北、太田▼３日～５日

＝中仙（資料整理期間）▼５日＝西仙北▼10日～12日＝協和（資料整理期間）
 【１月】▼28日＝協和
 ※12月29日から１月４日まで、年末年始のため全館休館します。

12月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

南外図書館のおすすめ

「100 の思考実験 –

　　 あなたはどこまで考えられるか」

ジュリアン・バジーニ／著　 向井和美／訳（紀伊國屋書店）

（南外図書館所蔵あり）

ブックスタートボランティアを募集
赤ちゃんへの絵本読み聞かせを行うブックスタート
ボランティアを募集します。
興味のある方は、大曲図書館まで連絡ください。

 ３日・月 定例記者会見
 ８日・土 医療と健康を考える集い
 10 日・月 第４回大仙市議会定例会
     （第２日目）

 11 日・火 第４回大仙市議会定例会
     （第３日目）

 12 日・水 大仙雪まる隊出動式
 14 日・金 花館財産区議会定例会
 18 日・火 第４回大仙市議会定例会
     （第４日目）

 19 日・水 国道 13 号４車線化整備促進期成
同盟会設立総会（美郷町）

 20 日・木 大仙市防災会議
 21 日・金 全国花火競技大会大会委員会
  第５回大仙農業元気賞表彰式
 28 日・金 仕事納めの式

26

図書館情報BOOKsBOOKs

各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200
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千葉県で行われた「JA秋田おばこしいたけ
フェア」。スーパーでJA秋田県おばこ産のシ
イタケをピーアールする栗林市長

市長交際費 （10月１日～31日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 18 110,100円
協 賛 4 36,850円
弔 慰 6 90,000円
合 計 28 236,950円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および
　　　　副賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりの
　　　　ある方や旧市町村の功労（績）者に対する
　　　　香典など

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111 内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）

 ☎ 0187-88-8030

「認知症サポーター養成講座」開催の相談は各地域包括支援センターへ

認知症の方を見守りサポートできる、心のバリアフリー社会を目指して

  ﹁
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
﹂を
開
催
し
ま
せ
ん
か

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、地
域
で
支
え
よ
う

養成講座修了者に渡される
「オレンジリング」は
認知症サポーターの証

介護保険事務所
 からのお知らせ

要支援・要介護認定を受けている方は費用の１割の負担で利用できます

自宅で利用できる介護保険サービス

「要支援１・２」「要介護１～５」のい
ずれかの認定を受けた方は、右の

介護保険サービスを利用できます。
　サービスを利用するときは居宅介護支
援事業所のケアマネジャーに相談し、ケ
アプランを作成してもらいます。
　居宅介護支援事業所の詳細については、
介護保険事務所ホームページ（http://www.

oskaigonet.or.jp/）をご覧いただくか、介護保
険事務所、各地域包括支援センター、各支
所市民サービス課に用意している一覧表
でご確認ください。

【問い合わせ】
 介護保険事務所 保険指導班
 ☎0187-86-3911
　各地域包括支援センター
 各支所市民サービス課

■自宅を訪問してもらう／
［訪問介護］ホームヘルパーが自宅を訪問して、食事・入浴・排せつな
どの介護、調理・洗濯・掃除などの家事、通院などの付き添いを行います。

［訪問入浴介護］介護職員・看護職員が訪問して、移動入浴車などで入
浴介護をします。［訪問看護］看護師などが訪問して、療養上の世話、
診療の補助をします。［訪問リハビリテーション］理学療法士や作業療
法士が訪問して、リハビリテーションを行います。［居宅療養管理指導］
医師、歯科医師、薬剤師などが訪問して、療養上の管理や指導をします。

■施設に通う／
［通所介護］［通所リハビリテーション］デイサービスセンターや老人
保健施設などの施設に通って、入浴・食事などの介護、日常生活上の
機能訓練を日帰りで受けられます。

■短期間施設に泊まる（ショートステイ）／
［短期入所生活介護］［短期入所療養介護］特別養護老人ホームや短期
入所施設、老人保健施設に短期間入所して、入浴・排せつ・食事の介護、
日常生活上の機能訓練を受けられます。

■福祉用具を利用する／
［福祉用具貸与］車いす、電動車いす、介護用ベッド、歩行器などをレ
ンタルします。［福祉用具購入］ポータブルトイレ、入浴用のイスなど
を購入したときに、購入費が支給されます。

♥♥♥♥いきいき広場
♥♥♥♥

尊
厳
を
も
っ
て
最
後
ま
で
自
分

ら
し
く
あ
り
た
い
―
。誰
も

が
望
む
こ
と
で
す
が
、
こ
の
願
い
を

は
ば
み
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
が
認
知
症
で
す
。

　
認
知
症
に
な
る
と
、記
憶
障
害
や
認

知
障
害
か
ら
、事
実
を
取
り
違
え
た
り

失
敗
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。足
の
不
自
由
な
方
は
、
杖
や
車

い
す
な
ど
の
道
具
を
使
っ
て
自
分
の
力

で
動
こ
う
と
し
ま
す
が
、
認
知
症
の
場

合
は
自
分
の
障
害
を
補
う
「
杖
」
の
使

い
方
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
の
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
は
認
知
症
に
よ
る
障
害
へ
の
理
解
を

深
め
、
日
常
生
活
の
中
で
さ
り
げ
な
く

援
助
で
き
る「
人
間
杖
」が
必
要
で
す
。

　

認
知
症
の
方
を
温
か
く
見
守
り
、

適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
目

指
し
て
、市
で
は
、自
治
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
団
体
を
対
象
に
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
。

平
成
24
年
10
月
末
時
点
で
２
６
０
０

人
の
方
が
講
座
を
修
了
し
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
で
は
、
認
知
症
の
正
し

い
知
識
や
、
認
知
症
の
方
と
の
接
し

方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。1
時
間

30
分
程
度
の
内
容
で
、
受
講
料
は
無

料
、小
人
数
で
も
開
催
で
き
ま
す
。

　

開
催
を
希
望
す
る
団
体
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　

認知症の方を支える 
７つのポイント

①まずは見守る
②余裕をもって対応する
③声をかけるときは１人で
④後ろから声をかけない
⑤相手に目線を合わせて優しい

口調で話す
⑥おだやかに、はっきりとした

滑舌で話す
⑦相手の言葉に耳を傾けてゆっ

くり対応する

12
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

小
説
・
一
般
向
け
図
書

ち
ょ
っ
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だ
け
ま
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／
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／
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の
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つ
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／

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス

な
な
い
ろ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
／
石
津
ち
ひ
ろ

お
ひ
さ
ま
や
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
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／
茂
市
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美
子

愛
に
つ
い
て
、
な
お
語
る
べ
き
こ
と
／
片
山
恭
一

衣
も
ろ
も
ろ
／
群
よ
う
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ス
リ
ジ
エ
セ
ン
タ
ー
１
９
９
１
／
海
堂
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64
／
横
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秀
夫

月
の
輪
草
子
／
瀬
戸
内
寂
聴

陰
陽
師 

酔
月
ノ
巻
／
夢
枕
獏

七
緒
の
た
め
に
／
島
本
理
生

母
性
／
湊
か
な
え

恋
し
の
ぶ 

剣
客
春
秋
親
子
草
／
鳥
羽
亮

獣
眼
／
大
沢
在
昌

我
ニ
救
国
ノ
策
ア
リ
／
仁
木
英
之

七
つ
の
会
議
／
池
井
戸
潤

江
神
二
郎
の
洞
察
／
有
栖
川
有
栖

　思いもよらないことが起こったとき、あなたは、どうしますか？その
判断は、正しいですか？それは、誰にもわかりません。
　一昨年「ハーバードの白熱教室」がブームになりましたが、本を読ん
で知識を得るだけでなく考えることも本を読む楽しみの一つと考える
人がたくさんいたということでしょうか。
　この本は、100の問題が出されていて、例えば「殺すことと死なせる
こと-犠牲になる命を選べるか？」など、どれも答えは出ません。寒い
日は、部屋でゆっくり考えをめぐらせてみては、いかがでしょうか。
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訂正とおわび
だいせん日和11月号３ページの記事の内容に誤りがありました。次のとおり訂正し、おわびします。

【「佐々木長利氏」記事中、上段10行目】 誤）宇留井谷地の八幡神社　正）宇留井谷地の神明社
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路線名 踏切名 通行止め期間（予定）

奥羽本線

高屋敷踏切

12月10日（月）から
平成25年３月31日（日）
まで

中川原踏切

船岡踏切

下高畑踏切

小貫踏切

高田踏切

田沢湖線

蛭川踏切

上谷地踏切

田尻踏切

鶴田踏切

紛争などで苦しむ方々を支援

NHK海外たすけあいキャンペーン
　紛争や災害、飢餓などで苦しん

でいる海外の方々を支援するNHK
海外たすけあいキャンペーン。皆

さんからの義援金の協力をお願い

します。

◆期間／12月25日（火）まで
◆受け付け窓口／郵便局・銀行・農

協・日本赤十字社秋田県支部・秋田

赤十字病院・秋田県赤十字血液セ

ンター・アトリオン献血ルーム・献

血ステーション・秋田赤十字乳児

院・日本赤十字秋田看護大学

※各窓口に振込用紙を用意しています。

振込手数料は無料です。

【問い合わせ】

 日本赤十字社秋田県支部

 ☎018-864-2731

ふるさとの魅力を多くの人にPR
あきたふるさと手作りCM大賞
　市では、大曲高校放送部の皆さ

んなどから協力をいただきCMを
制作。「あきたふるさと手作りCM
大賞2012」に参加し、大仙の良さ・
魅力をアピールしました。皆さん

もぜひご覧ください。

◆放送日時／12月８日（土）
午後２時～

◆放送局／AAB秋田朝日放送
※放送日時は変更になる場合があります。

北朝鮮人権侵害問題解決のため
情報提供をお待ちしています

　北朝鮮当局による拉致問題を解

決し、再発を防ぐためには、一人一

人がこの問題を認識し、関心を深

めることが大切です。

　日本人拉致容疑事案についての

情報をおもちの方は大仙警察署ま

でご連絡ください。

【問い合わせ・情報提供】

 大仙警察署 ☎0187-63-3355

　積雪期を迎え、踏切での

事故防止のため、市内の一

部の踏切が12月10日から平
成25年３月31日まで通行止
めになります。ご理解とご

協力をお願いします。

　踏切では、路面の凍結に

より車がスリップし、脱輪

する危険があります。踏切

の前では一旦停止し、安全

を確認してから横断しまし

ょう。

積雪期の踏切事故防止のため

冬季の踏切通行止めにご協力ください

【問い合わせ】

	 JR東日本秋田支社
 大曲保線技術センター ☎0187-63-3324

※船岡踏切・上谷地踏切は車両のみ通行止め

求職中の方はぜひ参加ください
仙北地域雇用促進就職面接会

　求職中の方または平成25年３月
に大学・高校などを卒業予定の方は

ぜひ参加ください。申し込みは必要

ありません。当日、履歴書と筆記用具

を持参してください。（参加企業につ

いては、12月上旬に市ホームページ（http://

www.city.daisen.akita.jp/）に掲載予定）

◆日時／12月７日（金）午後１時～
４時（午後０時30分受け付け開始）

◆会場／大曲交流センター

◆参加費／無料

【問い合わせ】

 仙北地域振興局地域企画課

 ☎0187-63-5226

12月１日に募金活動が始まります
歳末たすけあい運動

　「みんなでささえあうあったか

い地域づくり」をスローガンに、福

祉員や民生委員などの募金ボラン

ティアの方々に協力していただき

募金活動を行う「歳末たすけあい

運動」。寄せられた募金は要援護世

帯への見舞金や福祉活動を行う団

体への支援金として使われます。

　ご理解とご協力をお願いします。

【問い合わせ】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

①【JW-CADによるパース（建築系）】
期日／平成25年１月８日（火）

・９日（水）

②【アーク溶接特別教育】

期間／平成25年１月８日（火）から
10日（木）まで

③【JW-CADによる配線図作成（電機系）】
期日／平成25年１月23日（水）

・24日（木）
④【ホームページ作成講習（HTML編）】

期日／平成25年１月24日（木）
・25日（金）

⑤【技能検定建築大工１級
学科試験準備講習】

期日／平成25年１月24日（木）
・25日（金）

◆対象／会社等に勤務している方

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／①・③～⑤10人、②15人
◆受講料／無料（別途、テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校 ☎0187-62-6321

仕事や生活に役立つ
毎日が楽しくなる！スマホ活用術

　スマートフォンを使いこなした

い、ツイッターやフェイスブック

などを活用したいという方はぜひ

参加ください。

◆日時／12月13日（木）
午後６時30分～８時30分

◆会場／ペアーレ大仙

◆定員／20人
◆参加費／無料

◆講師／鈴木和浩さん

（北秋田WATOGA協同組合プロモーター）

【問い合わせ・申し込み】

 男女共同参画・交流推進課

 ☎0187-63-1111 内線297

プロの指導者が丁寧に指導
初心者ゴルフ教室

◆期間／１月８日から２月26日ま
での毎週火曜日（全８回）

◆時間／午後１時30分～３時
◆会場／マルサンスポーツセンター

（大曲西根鳥居）

◆参加費／12,000円（別途、ボール代）
◆申込期限／12月25日（火）
【問い合わせ・申し込み】

 大仙市ゴルフ協会 ☎0187-63-0252

協和スキー場
リフト従業員募集

　詳細は問い合わせください。

◆募集人数／14人
◆期間／12月19日（水）から
平成25年３月５日（火）まで（予定）
◆勤務時間／

午前７時30分～午後４時30分
（月に１回程度、ナイター時に残業あり）

◆申込期限／12月10日（月）
【問い合わせ・申し込み】

 協和スキー場 佐藤さん

 ☎018-893-2050

運動やゲームを楽しむ
在住外国人との交流会

　日本語講座受講者や留学生の皆

さんと一緒に、楽しく運動やゲーム

などをしながら交流を深めません

か。在住外国人の方や国際交流に

関心のある方はぜひ参加ください。

◆日時／12月９日（日）
午前10時～午後２時

◆会場／大曲交流センター

◆定員／20人
◆参加費／500円（小学生以下の方、大
仙市国際交流協会会員は無料）

◆申込期限／12月６日（木）
【問い合わせ・申し込み】

 大仙市国際交流協会事務局
 （男女共同参画・交流推進課内）

 ☎0187-63-1111 内線297

クリスマスアレンジに挑戦
市民フラワーデザイン講座

◆日時／12月12日（水）午後５時～
◆会場／はぴねす大仙

◆受講料／無料（別途、材料費1,500円）

【問い合わせ・申し込み】

 NPO法人フラワーデザイン普及協会
 栗林さん ☎090-2270-6644

仕事帰りでも利用できます
法務局夕方なんでも相談所

　登記、戸籍、供託、人権などに関

する相談に法務局職員が無料で応

じます。面接相談のほか電話相談

も行います。事前予約は必要あり

ません。気軽にご相談ください。

◆日時／12月11日（火）午後５時～
７時（午後６時45分受け付け終了）

◆会場／秋田地方法務局大曲支局

【問い合わせ】

 秋田地方法務局大曲支局

 総務係 ☎0187-63-2100
【電話相談】

 ☎0570-003-110

相談前に申し込みが必要です
社会福祉協議会の無料法律相談

◆日時／12月13日（木）
午前10時～午後３時

◆会場／大仙市社会福祉協議会本所

◆定員／８人※相談時間は１人30分

◆申込期限／12月11日（火）
◆相談員／草薙秀樹さん（弁護士）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

歌とバレエのステージを披露
第５回クリスタルコンサート

　テーマは「歌とバレエのサウン

ド・オブ・ミュージック」。コーラス

にクリスタル・クワイヤーとコー

ラスユニット観音～Kanon、バレエ
ではSGバレエサークルなど、多数
の出演者がステージを披露します。

◆日時／12月16日（日）
午後１時30分開演（午後１時開場）

◆会場／大曲市民会館・大ホール

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 伊藤さん ☎090-8924-0515

「みんなにありがとう 曲養20周年」
大曲養護学校中学部美術展

◆期間／12月４日（火）から
16日（日）まで

◆時間／午前10時～午後７時
（16日は午後４時まで）

◆会場／画廊・喫茶ブランカ

（大曲中通町）

【問い合わせ】

 大曲養護学校中学部 佐藤さん

 ☎0187-68-4123 司法書士総合相談センター大曲
無料相談会

　不動産・会社・法人の登記、多重

債務や成年後見などの相談に無料

で応じます。相談希望の方は事前

に電話で予約してください。

◆期日／12月26日（水）、平成25年１月
23日（水）、２月27日（水）、３月27日（水）
◆時間／午後５時30分～７時
◆会場／サンクエスト大曲

◆定員／各日４人

【予約専用電話】

 司法書士総合相談センター大曲

 ☎018-824-0055
【問い合わせ】

 秋田県司法書士会 ☎018-824-0187



12月1日 土 ～17日 月
大仙市の行事予定

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

地域 日時 開催場所 事業名 申込期限

大曲

６日（木）
10:00～

サンクエスト みんなであそぼう

４日
（火）

13日（木）
10:00～

11日
（火）

20日（木）
10:00～

大曲
交流センター サンタさんきてね 18日

（火）

神岡 11日（火）
9:30～

すくすく
だけっこ園

クリスマス飾りを
作ろう

10日
（月）

西仙北 21日（金）
10:30～

みつば
保育園

クリスマス会に
参加しよう なし

中仙 19日（水）
9:30～

なかせん
ワイワイらんど

ミニクリスマス会
身体計測 なし

協和 21日（金）
10:00～ 協和保育園 園児と一緒に

クリスマス会
20日

（木）

南外

７日（金）
9:30～ つきの木

こども園

ダンス！ダンス！
ダンス！

６日
（木）

21日（金）
9:30～

サンタさんがくるよ！
～クリスマス会～

20日
（火）

仙北

５日（水）
9:30～ 仙北南

保育園

クリスマスツリー
を飾ろう！

３日
（月）

12日（水）
9:30～

作って遊ぼう！
クリスマス飾り

７日
（金）

太田 12日（水）
10:00～

おおた
保育園 みんなで遊ぼう なし

【問い合わせ・申し込み】 各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

INFO.EV   NTSE
月の子育てイベント情報12

【問い合わせ】 まるこのひろば
子育て＝☎ 0187-63-2344 　高齢者＝☎ 0187-63-2544

【まるこ電話相談】 子育ての悩みを相談ください
☎0187-63-4166  ※午前10時～午後４時 （水曜休み）

○体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）午前10時～ 、午後１時30分～
○「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所
３日（月）
10:30 ～

離乳食講座
（勉強：はじめが肝心）

【随時】高齢者と子育て
親子の生活相談

７日（金）
13:30 ～

簡単社交ダンスパートⅡ
（楽しもう：パートナーと呼吸を合わせて）

18 日（火）
10:30 ～

いっしょに遊ぼう
（親子で交流を）

【随時】高齢者と子育て
親子の生活相談

21 日（金）
10:30 ～

クリスマスお楽しみ会（夢を膨らませて）
※申込期限／ 12 月 14 日（金）

25 日（火）
10:30 ～

誕生会
（12 月生まれの子）

【随時】高齢者と子育て
親子の生活相談

まるこのひろば  12月のイベント案内 

◆日時／12月14日（金）午前10時30分～11時
◆会場／うさちゃんひろば（中仙市民会館ドンパル内）

【問い合わせ】  うさちゃんひろば  ☎0187-56-7200

うさちゃんひろば  イベント案内
「クリスマスリース」を作ろう

2 日

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
■【家庭系ごみ】65円／10㎏ 【事業系ごみ】130円／10㎏
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  高橋歯科医院（大曲）☎ 0187-62-5058
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

3 月 人権・行政に関する特設相談会
■午前10時～午後３時■太田文化プラザ

木6
人権・行政に関する特設相談会
■午前10時～午後３時■南外公民館
若年未就職者就職支援講座（一般教養コース）※申込者のみ
■午前９時～午後２時■大曲地域職業訓練センター

8 土 人権・行政に関する特設相談会
■午前10時～午後３時■西仙北高齢者ふれあいセンター

金14 若年未就職者就職支援講座（地域社会コース）※申込者のみ
■午前９時～午後２時■大曲地域職業訓練センター

若年未就職者就職支援講座（企業講話コース）※申込者のみ
■午前９時～午後２時■大曲地域職業訓練センター
子育てママの就職相談 ※要申し込み
■午後１時～４時■女性センター

13 木

消費生活相談室「移動相談」■午後１時～４時■南外庁舎12 水

7 金

火4
若年未就職者就職支援講座（物作り実習コース）※申込者のみ
■午前９時～午後２時■大曲地域職業訓練センター
ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

人権・行政に関する特設相談会
■午前10時～午後３時■大曲交流センター、神岡福祉センター、
中仙農村環境改善センター、協和市民センター（和ピア）、仙北庁舎
消費生活相談室「移動相談」■午後１時～４時■太田庁舎 

5 水

12／1 土

日9
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  城南道歯科医院（仙北市）☎ 0187-54-3678
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

17 月

弁護士無料相談会※要申し込み■午後１時～４時■女性センター
【問い合わせ・申し 込み】消費生活相談室 ☎ 0187-63-1136
協和地域行政相談■午前９時～正午■淀川分館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎相談室
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲交流センター２階教材室
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

16 日

婚活イベント「ロマンチック・クリスマス」 
■午前９時50分～午後２時■県立農業科学館集合
■申込期限／12月10日（月）

【問い合わせ・申し込み】
男女共同参画・交流推進課 ☎ 0187-63-1111 内線 295・297
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  長尾歯科医院（中仙）☎ 0187-56-4405
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

土15 西仙北地域行政相談
■午前10時～正午■西仙北高齢者ふれあいセンター

10 月 平成 24 年第４回大仙市議会定例会（２日目・一般質問） 
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

火11
平成 24 年第４回大仙市議会定例会（３日目・一般質問） 
■午前10時～■議場（大曲庁舎）
若年未就職者就職支援講座（一般教養コース）※申込者のみ
■午前９時～午後２時■大曲地域職業訓練センター
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日本を代表する演奏家、大曲新人音楽祭審査員が出
演！

大曲新人音楽祭25周年
記念コンサート

時間／午後４時開演（午後３時 30 分開場）
会場／大曲市民会館・大ホール（入場無料）

【問い合わせ】
 大曲市民会館（月曜休館） ☎ 0187-63-8766　

1月12日（土）

第25回大仙市

大曲新人音楽祭
コンクール

会場／大曲市民会館（入場無料）
※無料の託児サービスあり。12 月 20 日（木）までご連絡ください。

【問い合わせ】大曲市民会館（月曜休館） ☎ 0187-63-8766

時間／午後０時 30 分～
特別出演／第 24 回グランプリ受賞者
 ＜ソプラノ＞ 乾 ひろこさん

1月14日（月・祝）
本選

時間／【ピアノ部門】正午～
 【弦・管・打楽器部門】正午～
 【声楽部門】午後４時～

1月13日（日）
予選

ヴァイオリニスト／
磯恒男さん

ピアニスト／
野原みどりさん

バリトン／
大島幾雄さん

ソプラノ／
松本美和子さん

総合プロデュース／
四反田素幸さん

ファゴッティスト／
霧生吉秀さん

響け音楽！つながる心！
Chain of Music！

今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

●編 集 発 行	 秋田県大仙市企画部総合政策課　☎0187(63)1111（代表）
	 	 	 〒 014-8601　秋田県大仙市大曲花園町１番１号
●発 行 日	 毎月２回（１日・16日）
●印 刷	 合資会社 精巧堂印刷所

人　口 88,979人     （－      59）

　男 41,747人     （－  26）

　女 47,232人      （－  33）

世帯数 31,045世帯  （＋    8）

出　生   46 人
死　亡   114 人
転　入   137 人
転　出   128 人

10/31現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳

▼
私
は
個
人
的
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
先
日
、
美
容
師
の
友
人
が
仕

事
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
し
た
。〝
仕
事
と
は
、
関
わ

っ
た
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
〞。「
果
た
し
て
俺
に
そ

れ
が
で
き
て
い
る
か
。も
っ
と
意
識
し
な
い
と
」と
コ

メ
ン
ト
し
た
私
に
、「
お
め
の
仕
事
は
幸
せ
な
人
の

笑
顔
を
み
ん
な
に
伝
え
た
り
、
見
る
人
を
幸
せ
に
す

る
よ
う
な
写
真
を
撮
る
こ
と
だ
べ
！
い
い
仕
事
だ
」

と
友
人
▼
取
材
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会

い
、
話
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ

と
が
で
き
る
広
報
の
仕
事
。学
ん
だ
り
考
え
さ
せ
ら

れ
た
り
す
る
こ
と
も
多
く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
、
こ
の
仕
事
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
幸
せ

に
思
い
ま
す
。し
か
し
、
仕
事
を
通
じ
て
自
分
が
ど

れ
だ
け
の
人
を
幸
せ
に
で
き
た
だ
ろ
う
か̶

。そ
う

考
え
る
と
、
ま
だ
意
識
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
▼
間
も
な
く
２
０
１
３
年
。今
年
よ
り
一
人
で
も

多
く
の
人
が
幸
せ
に
、
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
広
報

を
、
喜
び
や
感
動
、
思
い
が
伝
わ
る
広
報
を
作
れ
る

よ
う
高
い
意
識
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
け
）


